
総務企画委員会会議記録

総務企画委員長 油布 勝秀

１ 日 時

平成２９年１２月８日（金） 午前１０時００分から

午後 ３時２２分まで

２ 場 所

第４委員会室

３ 出席した委員の氏名

油布勝秀、木付親次、麻生栄作、古手川正治、尾島保彦、玉田輝義、堤栄三

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

森誠一、木田昇、藤田正道、馬場林、吉岡美智子

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

総務部長 尾野賢治、企画振興部長 廣瀬祐宏

国民文化祭・障害者芸術文化祭局長 土谷晴美 ほか関係者

７ 出席した参考人の職・氏名

公益社団法人ツーリズムおおいた

専務理事兼事務局長 荒川孝二、事務局次長 安田幸、

地域マネジメント部長 山本宏司

国東半島宇佐地域・六郷満山開山１３００年誘客キャンペーン実行委員会

事務局長 吉田隆一

８ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

９ 会議の概要及び結果

（１）第１０７号議案及び第１０８号議案については、可決すべきものといずれも賛成多数を

もって、第１０９号議案から第１１２号議案まで、第１２７号議案及び第１２８号議案に

ついては、可決すべきものといずれも全会一致をもって決定した。

第５号報告については、承認すべきものと全会一致をもって決定した。

（２）陳情１３について、質疑を行った。

（３）公益社団法人ツーリズムおおいた専務理事兼事務局長荒川孝二氏、事務局次長安田幸



氏、地域マネジメント部長山本宏司氏及び国東半島宇佐地域・六郷満山開山１３００年

誘客キャンペーン実行委員会事務局長吉田隆一氏を参考人として招致し、意見聴取を行

うことを全会一致をもって決定した。

（４）国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭等を活用した観光誘客について、国東半島宇佐

地域・六郷満山開山１３００年誘客キャンペーン実行委員会との連携について、九州北

部豪雨・台風第１８号の県内観光への影響と対策について及び国東半島宇佐地域・六郷

満山開山１３００年祭の概要・特徴、広報、誘客と受入態勢について、参考人から意見

聴取を行った。

（５）国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭の準備状況について、ラグビーワールドカップ２

０１９について、大分県版図柄入りナンバープレートの導入について及び大分トリニータ

の今シーズンの結果について、執行部から報告を受けた。

（６）閉会中の継続調査について、所定の手続を取ることとした。

（７）県外所管事務調査の行程を決定した。

（８）今後の委員会活動について協議を行った。

（９）次年度県内所管事務調査について協議を行った。

１０ その他必要な事項

な し

１１ 担当書記

議事課委員会班 課長補佐（総括） 小野清志

政策調査課調査広報班 主査 濱田誠吾



総務企画委員会次第

日時：平成２９年１２月８日（金）１０：００～

場所：第４委員会室

１ 開 会

２ 参考人出席要求の件 １０：００～１０：０５

３ 参考人からの意見聴取 １０：０５～１２：００

（１）国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭等を活用した観光誘客について

（２）国東半島宇佐地域・六郷満山開山１３００年誘客キャンペーン実行委員会との連携に

ついて

（３）九州北部豪雨、台風第１８号の県内観光への影響と対策について

（４）国東半島宇佐地域・六郷満山開山１３００年祭の概要・特徴、広報、誘客と受入体制

について

４ 国民文化祭・障害者芸術文化祭局関係 １３：００～１３：３０

（１）諸般の報告

①国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭の準備状況について

（２）その他

５ 総務部関係 １３：３０～１４：３０

（１）付託案件の審査

第１０７号議案 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の利用等に関する条例の一部改正について

第１０８号議案 職員の給与に関する条例等の一部改正について

第１０９号議案 当せん金付証票の発売について

第１２７号議案 平成２９年度大分県一般会計補正予算（第８号）

第１２８号議案 損害賠償請求に関する和解をすることについて

第 ５号報告 平成２９年度大分県一般会計補正予算（第６号）について

（２）付託外案件の審査

陳 情 １３ 「共同所有貨幣制度」を検討課題とするよう国会及び政府に求める意

見書の提出について



６ 企画振興部関係 １４：３０～１５：３０

（１）付託案件の審査

第１１０号議案 公立大学法人大分県立芸術文化短期大学の中期目標について

第１１１号議案 公立大学法人大分県立芸術文化短期大学の定款の変更について

第１１２号議案 公の施設の指定管理者の指定について

（２）諸般の報告

①ラグビーワールドカップ２０１９について

②大分県版図柄入りナンバープレートの導入について

③大分トリニータの今シーズンの結果について

（３）その他

７ 協議事項 １５：３０～１５：４５

（１）閉会中の継続調査について

（２）県外所管事務調査について

（３）今後の委員会活動について

（４）次年度県内所管事務調査について

（５）その他

８ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

油布委員長 ただ今から、総務企画委員会を

開きます。

本日は、委員外議員として、森議員、木田

議員、藤田議員、吉岡議員に出席いただいて

おります。

本日は、来年に開催する国民文化祭、全国

障害者芸術・文化祭や六郷満山開山１３００

年祭について、別紙の関係者を参考人として

お招きし、御意見を伺いたいと思います。

それでは、参考人の出席要求についてお諮

りします。

本日の調査に係る参考人に出席を求め、御

意見を聴取したいと思いますが、これに御異

議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

油布委員長 御異議なしと認め、そのように

決定いたします。

それでは、参考人をお呼びしますので、し

ばらくお待ちください。

〔参考人入室〕

油布委員長 まず、私から御挨拶を申し上げ

ます。

大分県議会総務企画委員長の油布勝秀でご

ざいます。

本日は、来年開催する国民文化祭、全国障

害者芸術・文化祭や六郷満山開山１３００年

祭について、参考人をお迎えし、御意見を伺

うことといたしました。

参考人と言うとちょっと表現がよろしくな

いんですが、議会用語ということでお許しを

願いたいと思います。

皆様には、大変お忙しい中にもかかわらず、

本委員会に御出席いただき、誠にありがとう

ございます。

本来であれば、私どもの方が出向いて、御

指導を賜らないといけないところであります

が、足をお運びいただきましたことに対し、

委員会を代表いたしまして、厚くお礼申し上

げますとともに、本日は、どうぞよろしくお

願いいたします。

まず、委員、委員外議員の順に、自己紹介

をお願いします。

〔委員、委員外議員自己紹介〕

油布委員長 次に、参考人の皆様から自己紹

介をお願いします。

〔参考人自己紹介〕

油布委員長 それでは、意見交換の前に、皆

様から順番に御説明を頂きたいと思います。

よろしくお願いします。

荒川参考人 それでは私の方から、それと後

ほど１３００年につきましては、実行委員会

の方からも説明がございます。

お手元にペーパーで説明資料ということで

お配りしております。あわせて、資料もお配

りしておりますので、順次参考としながら御

説明したいと思います。

まず、お手元に配付しています説明資料の

１ページ、総務企画委員会説明資料、公益社

団法人ツーリズムおおいたと書いております

Ａ４横の資料でございます。

１ページをお開きください。

国民文化祭、全国障害者芸術文化祭等を活

用した誘客に関する連携ということで記載し

ております。

御案内のとおり、おおいた大茶会というこ

とで、来年の１０月から１１月にかけて開催

されますけれども、その下に書いております

ように、この大会の楽しみ方ということから

考えますと、六郷満山１３００年事業などの

リーディング事業が一つ、それから、各市町

村ごと、それから分野ごとに実施されます分

野別事業、これもかなり細かに予定されてお

りますけれども、もう一つが、やっぱり大分

ならではの「おんせん県をたのしむ」という

ものをここに持ってきたいということで、三

つの考え方で大茶会を楽しんでいただきたい
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と考えております。国民文化祭の魅力の方も、

こういう形で今打ち出しております。

その下に五つのゾーンがございますが、こ

のゾーンごとにリーディング事業や分野別事

業、それからおんせん県をたのしむという三

つの考え方で進めていくところでございます。

右の方に書いておりますが、通常我々がや

っております観光の誘客という考え方に、今

回、その下の白抜きの分がございますが、大

会文化プログラムにプラスして、地域の魅力

を加えて、いわゆるカルチャーツーリズムと

いうことで、この辺を核に国民文化祭ならで

はの大会スケジュールを踏まえた団体向けの

着地型商品、その地域に行って楽しんでいた

だくという商品の検討を今行っているところ

でございます。

その下、ゾーン別検討会の流れと書いてお

ります。これにつきましては、国民文化祭の

事務局が詳細に検討した各地域ごとの素材が

ございます。その素材をもとに、五つのゾー

ンごとに国民文化祭・障害者芸術文化祭局、

それから市町村、各振興局、それから文化で

ございますので、ベッププロジェクト、それ

から今回トラベルセンターを担当しています

近畿日本ツーリストなどが参画し、現在、各

ゾーンごとのモデルコースを検討しておりま

す。これは、我々が通常作っているモデルコ

ースに加えまして、やはり文化ということが

ありますので、大会文化プログラムを加えた

モデルコースの設定を今検討しているところ

でございます。

これにつきましては、より魅力的なコース

の設定ということがございますので、当社、

ツーリズムおおいたがアドバイザーとして参

画しまして、いい商品がつくれるように今、

参画しているところでございます。

その下、五つのゾーンだけではなくて、や

はり大分県を回りたいという方もいらっしゃ

います。そうしますと、ゾーンをまたぐ広域

ルートを作っていかなければならないという

ことで、これも併せて先ほどの近畿日本ツー

リスト、ベッププロジェクト等と一緒になっ

て、今後検討していくという形になります。

今、近畿日本ツーリストと申し上げました

が、これらの大きな大会のときには、いわゆ

るトラベルセンターというものを設けまして、

ここで大会参加者の宿泊、それから、旅行プ

ラン等々、ここで販売窓口になりますので、

これについては、今回近畿日本ツーリストが

やっているということでございます。

真ん中の点線から下、また、近畿日本ツー

リストが今やっているトラベルセンターのみ

ならず、旅行会社はＪＴＢさん、日本旅行さ

ん、いろんなところの旅行会社がございます。

やっぱり広域にこの旅行商品を売ると言いま

すか、各旅行会社で造成していただいて、よ

り多くの方に来ていただかなければいけない

ということで点線から下でございます。ツー

リズムおおいたといたしましては、これらの

モデルコースを踏まえまして、我々が行って

いますいろんなセールスツールを使いながら、

他の旅行会社に売り込むと言いますか、今行

っているところでございます。

一つは、ここに観光素材集ということで、

お手元に湯布院の菜の花と由布岳が載ってい

る素材集でございますが、これは２０１８年

度上期と書いております。これは東京、名古

屋、大阪、広島、福岡等々で九州観光推進機

構が毎年春と秋にやっている素材説明会の資

料でございます。

来る方は、各旅行会社の造成担当――旅行

会社には、商品を作る造成担当と、それから

窓口の販売担当の二つがございます。この会

議には、商品を作る造成担当の方が主に、あ

とメディアの方々等が出席されます。

これは上半期ですから、もう既に終わって

おります。来年の４月以降の旅行商品は、今

作らないといけませんので、これはもう秋の

段階で説明が終わっております。したがって、

来年の秋の国民文化祭、障害者芸術・文化祭

につきましては、今度は春のこの商談会、説

明会において説明をいたします。

したがいまして、こういう機会を捉えまし

て、国民文化祭、障害者芸術・文化祭等々を、
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この商談会で説明いたします。

もう一つは、商談会に行くだけではなくて、

その前後に、商談会というのは、１人対１０

０人とか、そういう説明ですので、やっぱり

各旅行会社に個別に回って、実際に１３００

年なり、国民文化祭を売り込んでいかねばな

りませんので、その前後で我々職員が一緒に

なりまして、それぞれのエージェントさんを

回って、個別に売り込んでいくという取組が、

このセールスの関係でございます。

それから、もう一つは、ツーリズムおおい

たも旅行商品の販売をやっていこうというこ

とで、今システムを構築中でございます。そ

のうちの販売ツールの中でもこれを売ってい

きたいなというふうに今やっているところで

ございます。

そういうことで、国民文化祭の事務局を中

心とした一つの商品の造成の流れと、もうち

ょっと一般商品化したものを我々も特化して

売っていくというような２段階で今進めてお

るところでございます。

次に、２ページをお開きください。

国東半島の六郷満山の１３００年の関係で

ございます。

これにつきまして、後ほど吉田さんの方か

ら受入態勢、それからスケジュール等、実行

委員会の詳細な説明がございますので、我々

が連携して今やっている部分についてを中心

に御説明をいたします。

２ページの上の左側でございます。実行委

員会は、御案内のとおり、４市１町１村に加

えまして、各地域の観光協会、それから、県、

ツーリズムおおいた等が加盟しまして、今、

事業を進めているところでございます。

具体的な連携状況でございますが、もちろ

ん実行委員会の参画はもちろんのこと、今、

私の右におります山本地域マネジメント部長、

彼は旅行会社のＯＢなんですけれども、やは

りそういうノウハウを持っております。した

がいまして、実際に実行委員会の皆様方と膝

を突き合わせて具体的な商品造成等々、今関

わってやっているところでございます。

その下の誘客、プロモーション等の各種事

業でございます。先ほどのこの素材説明会の

資料を御覧いただきましたが、主要都市での

商談会、それから共同セールス、写真の一番

左側でございます。こういう場におきまして、

六郷満山の、特に今年度から来年度にかけて

は、ここを中心に売っていきたいと考えてお

ります。

その下のツーリズムＥＸＰＯジャパンとい

うのがございます。これは日本最大の商談会

でございます。

去る９月に行われました。これは業界、そ

れからプレス、一般の方、合わせて１９万人

が来場したということで写真がございます。

これは大分県のブースでございます。これは

我々のブースと、それから六郷満山のブース

を合わせて設けまして、一緒になって、この

皆様方に、東京でございますけれども、ＰＲ

をした。

それから、各種広報媒体での情報発信等々

ございますけれども、一番右の写真でござい

ます。これは１１月１６日に大分市で開催し

ました大分県独自の商談会の様子でございま

す。これは国内の旅行会社の方々を大分にお

呼びしまして、約７０名、この方々はやっぱ

り先ほど申し上げました造成担当でございま

す。商品を作る担当でございます。彼らを大

分に呼びまして、実際に六郷満山も含めまし

て、各市町村の素材を説明いたしました。

翌１７、１８日は、国東半島のコースもご

ざいまして、実際に現地を見てもらいまして、

そこで見て帰っていただいて、国東半島なり

大分県なりの商品を作っていただくという取

組を行ったところでございます。

ちなみに千年ロマン観光圏の記載をしてお

ります。今回、六郷満山と同時に千年ロマン

観光圏というのがございますので、こことも

連携しながら、今現在進めているところでご

ざいます。

次に、３枚目をお開きください。

九州北部豪雨、台風第１８号関係でござい

ます。御覧のとおり、７月５日の日田、中津
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を中心に被害が出ました九州北部豪雨、それ

から、県南の台風第１８号ということでござ

います。

まず、左上の統計を若干御説明させていた

だきます。

これは、１０月以前の１年間の大分県に宿

泊をされた方々の統計資料でございます。棒

グラフが実数、それから、折れ線グラフが前

年同月比でございます。特に真ん中辺の４月、

５月、６月でございますけれども、前年比、

４月が１３５．６％、５月が１６０．４％、

６月が１３２．３％、これはもう国内、国外

ともに伸びておりますけれども、これは昨年

４月の熊本地震のもろの影響が昨年ございま

した。そのため今年は伸びていますので、影

響はやっぱり昨年の地震の影響でこちらは伸

びたということがございます。

その次に７月、８月、９月でございます。

これにつきましては、数字が表しております

ように９８．６％、前年度同月比でございま

すけれども、９２．７％、８３．１％と落ち

てきております。

一つの要因としては、昨年ふっこう割が実

際に効果が出てきたのが７月からでございま

す。７月以降ふっこう割が出て、それを利用

した――７割、７０％という補助率がござい

ましたので、特に７月以降、ふっこう割の利

用が多うございました。それに比べては落ち

ていると。

もう一つは、やはり７月５日の九州北部豪

雨の影響もあったということで、７月、８月、

９月は、前年比で落ちてきております。

１０月統計は、前年比９８．６％、ふっこ

う割もこの時点になりますと５０％オフに下

がりました。そういう中で次第に回復してき

たなというところもございます。一昨年に比

べましても、大体同じような比率になってお

ります。

次に、まずどうしたかという対策の方でご

ざいます。

これは７月、８月、豪雨が発生した直後の

対応、それから９月以降の対応、二つに分か

れております。

７月、８月につきましては、一つは、正確

な情報発信、これが一番大きなことでござい

ます。

もう一つは、鉄道は残念ながら、日田のと

ころで鉄橋が落ちたということでございます

が、バスはつながっています。したがいまし

て、バス輸送の充実等々を対応したところで

ございます。

あとは、福岡というのは、物すごく大分に

来る人たちが多いので、福岡を中心とした九

州地区、それから、中四国の誘客対策を行い

ました。

９月以降につきましては、具体的に旅行会

社の方々に対して、大分向けの商品造成のよ

り強いプッシュをいたしました。旅行会社は

たくさんあるんですが、下手な鉄砲数撃ちゃ

当たるじゃいですけれども、それよりも、い

つも大分県にたくさんお客さんを送ってくれ

る旅行会社、ここを中心にもうターゲットを

定めましてプロモーションをかけた部分もご

ざいます。

それから、首都圏につきましては、主に航

空機を利用していますので、これは航空会社

と連携をしたタイアップ、それから東九州、

これは特に宮崎県さんとの連携を取りまして、

対策を取ったところでございます。

具体的には、右側の対策１、情報発信でご

ざいます。昨年の地震のときもそうでござい

ましたが、まずは「今日も元気に営業中！」

ということで、（１）ポータルサイトをホー

ムページに設けました。お得な情報、こうい

うクーポンが使えます。それから、宿泊がで

きます。それから、交通アクセスはこうなっ

ていますという情報発信を７月中にホームペ

ージにアップいたしました。

それから、（２）で福岡を中心とした新聞、

Ｗｅｂ広告、旅行会社店舗ジャックとありま

すが、７月２２日でしたか、日田祇園がござ

いました。いろいろどうしようかという議論

も現地でございましたが、やろうということ

でしたので、７月２０日に福岡で１面広告を
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打ちました。大分元気でやっていますという

ので、まずは情報発信を第一に持ってきまし

た。

旅行会社店舗ジャックと言いますのは、例

えば、関西のＡ旅行社の何々支店、ここをも

う完全に大分色一色にする。のぼり、それか

らポスター等々、店いっぱいに飾っていただ

いて、いわゆる店舗を大分がジャックすると

いうような取組も行いました。

それから、（３）メディアミックスプロモ

ーションというのは、会社で情報誌とＷｅｂ

サイト、それからイベントをやっている、い

わゆる総合的な会社がございます。そこで情

報誌の発信、併せてＷｅｂ、それからイベン

ト、それも一緒にやっていただいた。

それから、（４）韓国パワーブロガー、韓

国の方は、何かあるとすぐ、なかなか来なく

なるんですけれども、やっぱり来てもらいた

いというのがございまして、ブロガーの方を

３回ほど呼びまして、大分を見てもらって、

どんどん情報発信してもらうという取組もや

ってきました。

対策２は交通対策です。（１）の高速道路

はもちろんつながっていますので、各高速バ

ス、福岡からのバス会社にお願いしまして増

便ということで対応しました。それから、

（２）のＮＥＸＣＯ西日本さんとは、毎年や

っていますけれども、７月から１２月にかけ

て、九州管内を定額で乗り放題というのがご

ざいます。これもやっぱりどんどん活用して

いただく。非常にお安く半額ぐらいで回れま

すので、これを利用して、これもどんどんＰ

Ｒして、やはり代替の道路は、もうしっかり

つながっていますよと。バスも大丈夫ですよ

というのをＰＲしたということがございまし

た。

それから、（３）のゆふいんの森号は、今、

日豊本線経由でやっております。非常に時間

も掛かりますし、厳しいんですけれども、日

豊本線経由の商品の造成とか、それから、な

るべく早い運行計画をＪＲにお願いしまして

公表していただいて、旅行会社はなるべく早

い情報があれば早く商品を作りやすいので、

来月の運行予定じゃなくて、もっと先の運行

予定を下さい。それで商品を作っていくとか、

そういうものをやってきました。

最後に、誘客対策でございますけれども、

（１）のじゃらんとか楽天さんとか、いわゆ

るＷｅｂのサイトの業者と連携しまして、割

引クーポンを出していただく。

それから、（２）のそれ以外の旅行会社に

ついては、各エリアごとに、もう実績のある

ところにはやっぱり集中的にお願いして、そ

こはもうどんどん送ってくれますので、そこ

に対してプロモーションを強めていった。

あとは、（３）ですが、例えば、日田市さ

んとか、もう独自の事業を今回展開しており

ます。そこと一緒になりまして、航空会社へ

のプロモーションとか、それから、セールス

とか、商品造成を一緒になってやってきたと

ころでございます。

最後に、（４）の宮崎県との連携につきま

しては、両県を周遊するバスツアーの支援と

か、そういうことで東九州でつながっており

まして、非常に県内、県南と、それから、宮

崎県北部の連携が強いので、その辺の連携を

やってきたというところでございます。

以上、私からの説明は簡単でございますが、

後ほど御質問を受けたいと思います。

次に、吉田参考人からです。

吉田参考人 お手元に説明資料並びに参考資

料といたしまして、こういうパンフレットを

お配りしておりますので、話の間、見ていた

だきたいと思っております。よろしくお願い

いたします。

先ほど自己紹介しましたが、国東半島宇佐

地域・六郷満山開山１３００年誘客キャンペ

ーン実行委員会の事務局長をしております吉

田でございます。

本日は、六郷満山開山１３００年祭につき

まして、貴重な機会を頂き、また、日頃から

本キャンペーンにつきまして御協力を頂き、

誠にありがとうございます。

国東半島宇佐地域の神仏習合を特徴としま
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す独特の文化を持つ六郷満山が、いよいよ平

成３０年４月に、開山１３００年を迎えます。

六郷満山開山１３００年祭のスタートの年に

なります。

現在、会長、役員始め、事務局、関係者一

丸となりまして準備を進めているところでご

ざいます。

その内容につきまして、今から説明をさせ

ていただきたいと思います。

お手元の説明資料の１ページをお開きいた

だきたいと思います。

まず、六郷満山開山１３００年誘客キャン

ペーンの概要と特徴でございます。

国東半島宇佐地域の六郷満山は、仁聞菩薩

が西暦７１８年、今から１３００年前、来年

がその年でございますが、国東半島各地に２

８の寺院を開設したと言われていることが起

源となっております。

平成３０年は、１３００年を迎えるに当た

りまして、県及び関係６市町村の協力の下で

全国的な誘客キャンペーンを実施していきま

す。

近年、お手元の資料にもありますとおり、

若い女性や団塊世代、更に外国人、インバウ

ンドの観光客でございますが、四国霊場８８

箇所等の霊場をたくさん訪れております。神

社仏閣への観光ニーズが高まっているという

ことの証ではないかと思っております。

本キャンペーンにも、そういうことを受け

まして、六郷満山開山１３００年を契機とし

て、豊富な神社仏閣以外の地域資源を含めま

してＰＲをして、観光による交流人口増加、

ひいては大分県北部、おんせん県おおいたも

含めまして、国東半島宇佐地域全体の活性化

を目指しているところでございます。

実行委員会の実施体制は、行政を始め、観

光関係者だけでなくて、六郷満山の寺院関係

者の方や、民間の有識者の方など、参画する

官民一体となった体制が特徴となっておりま

す。

事務局は現在、私が先ほど申しましたが、

国東市の歴史体験学習館、通称弥生のムラで

ございますが、そこに置いております。兼任

４名を含め、職員６名、臨時１名の７名体制

で現在行っているところでございます。

続きまして、説明資料の２ページをお開き

いただきたいと思います。

これまでの取組の経過でございます。

本キャンペーンは、平成２７年度から実は

始まっておりまして、取組を開始いたしまし

て、今年で３年目でございます。

平成２７年度が本実行委員会の立上げ準備

や観光振興フォーラム等の開催によりまして、

地元の気運醸成を実施したところでございま

す。本格的な事業実施の準備をしたというこ

とでございます。

平成２８年度でございますが、本実行委員

会を設立し、本格的な誘客キャンペーンを開

始いたしました。

主な取組といたしまして、１の情報発信に

なろうかと思いますが、パンフレット、ある

いはシンボルマークやプロモーション映像、

そしてホームページ等の基礎的な情報発信の

ツールを整備いたしました。

巡るということでございますので、２の巡

礼を柱といたしました周遊観光づくりといた

しまして、ツーリズムおおいたとの連携によ

る旅行会社を対象とした商談会及びエクスカ

ーションを開催して商品造成を促進いたしま

した。

３の受入態勢整備としては、六郷満山を専

門とするガイドの育成や、別府市内の旅館や

ホテルの女将さんを対象とした勉強会も開催

いたしました。観光客をお迎えする受入態勢

の整備を図ったところでございます。

平成２９年度――本年度でございますが、

４月に実施されました宗教行事でございます

けれども、峯入りということで、僧侶だけに

よる峯入りでございますが、これをプレキャ

ンペーンといたしまして、各種情報発信、イ

ベント等を行ってきておるところでございま

す。

１の情報発信としましては、本年度の目玉

として、９月から１１月にかけて九州国立博
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物館において、六郷満山特別展を開催いたし

ました。後ほど実績などについて説明を申し

上げます。

２の巡礼を柱とする周遊観光づくりといた

しまして、寺院のライトアップ及び特別イベ

ントとして、その寺院等が持っております非

公開文化財の特別公開といったような様々な

イベントを実施し、六郷満山の新たな魅力づ

くりに現在取り組んでおります。

本日も、杵築市の八幡奈多宮で、明日まで

でございますが、ライトアップ、あるいは特

別御開帳等もございます。それから９日まで

でございますけれども、ほかの様々な寺院で

も独自で取組をしておるところでございます。

４の二次交通対策としましては、大分空港

や宇佐、杵築、別府、大分のＪＲ４駅を基点

とした周遊バスの実証実験や、寺院のライト

アップ及び非公開文化財特別公開周遊バスの

運行を実証実験として取り組んでいるところ

でございます。

平成３０年の開山１３００年の開始に向け

て、引き続き地域、関係者一体となって取り

組んでまいります。

説明資料の３ページをお開きいただきたい

と思います。広報の取組についてでございま

す。

六郷満山は素材としての魅力が非常に高い

と言われておりましたけれども、知名度が低

く、なかなか誘客に結びついていないという

課題を抱えているところでございます。

本キャンペーンにおいても、情報発信につ

いて、特に力を入れているところです。

まず、プロモーションツールの整備でござ

いますが、公式パンフレットや、シンボルマ

ーク等、ＰＲツールの作成・活用を積極的に

行っております。

また、公式ホームページを整備いたしまし

て、実行委員会事業や関連事業の情報発信を

行っております。

平成２９年４月の公開以来、ページビュー

数は右肩上がりに伸びておりまして、着実に

六郷満山の知名度は上がっているものと思わ

れます。

特に最近は、ＳＮＳ等、そういう社会が来

ております。非常に情報発信は重要かと思っ

ているところでございます。

ターゲットを絞った情報発信でございます

が、神社仏閣等に関心がある層をターゲット

といたしまして、先ほど申しました九州国立

博物館「大分県国東宇佐六郷満山展～神と仏

と鬼の郷」等を実施いたしたところでござい

ます。

総実施期間が５２日間でございました。当

初、目標を５万人の御来場を目標として設定

して取り組んだところでございますが、何と

６万２，４０３人の御来場をいただきました。

実際に特別展を見ましたというお客様が、

この秋、国東半島宇佐地域各地で多く見られ

ましたし、九州国立博物館の方からも、これ

まで開催しました他の地域の企画展に比べて、

大変人気の高い企画だったということです。

博物館で特別企画展をしますと、必ずいろん

な神仏が一覧表で載った図録を出すんですが、

これが途中で完売いたしまして、増刷したん

ですけれども、最終日、私が行ったときは、

それも既に完売で、残念だわと言うお客さん

が帰っておられた姿も見たところでございま

す。

そして、今度、大分県立美術館を活用しま

した展示イベントも、来週ですけれども、１

２月１６日からＯＰＡＭと一緒になって実施

する予定でございます。

今後の情報発信としましては、まず、ＪＲ

月別重点ＰＲでございますけれども、ＪＲ各

社と連携いたしまして、平成３０年１月に全

国で約１千か所の駅に六郷満山開山１３００

年をＰＲするポスターを張らせていただきた

いと思っております。

広く全国に六郷満山のＰＲを実施する予定

でございます。とにかく、例えば、宇佐は読

めますけれども、国東を読める方が非常に少

ないということで、先ほど言いましたとおり、

国東を読める方が６万２，４０３名増えて、

九州におりますが、それ以外全国についても、
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名前を読める人を増やすためにいろいろＰＲ

をしていきたいと思います。

また、本キャンペーンは、第３３回国民文

化祭・おおいた２０１８、第１８回全国障害

者芸術・文化祭おおいた大会のリーディング

事業として位置付けられてもおりますし、連

携して情報発信を一緒に行っていきたいと思

っております。

この地域は、祈りの谷という名前で位置付

けられております。

それでは、続きまして、説明資料４ページ

をお開きいただきたいと思います。

次にお話ししますのは、誘客と受入態勢に

ついてでございます。誘客対策についてでご

ざいますが、六郷満山各寺院においては、寺

院のライトアップ、各寺院の秘仏等の非公開

文化財特別公開等のイベントも実施しており

ます。

六郷満山の新たな魅力づくりにいろいろ取

り組んでいるところでございますが、本年度

は、寺院ライトアップは、現在、春と秋に行

ったわけですが、昨日現在の集計で約３，５

００人が訪れております。

それから、非公開文化財特別公開、これは

有料で、５００円以上、８００円ぐらいの幅

で御覧いただいておりますが、約１万４千人

御来場しております。

また、旅行商品造成に係る取組といたしま

しては、旅行会社と連携した商品造成及び販

売支援や大分県が進めていますカルチャーツ

ーリズム、着地型旅行商品の造成との連携を

しているところでございます。

受入態勢についてでございますが、まず、

ガイドの育成及びその活用でございます。

今回ＤＭＯを取りました一般社団法人豊の

国千年ロマン観光圏と連携いたしまして、六

郷満山文化に精通したツアーガイドを養成し

ているところでございます。旅行会社向けツ

アーガイド等として、現在、既に派遣をして

おります。

このほか、二次交通対策や地元の気運醸成

にも引き続き取り組んでまいりたいと思って

おります。

次に説明資料の５ページをお開きいただき

いと思います。

今後のスケジュールについてでございます。

平成３０年１月から年間主要スケジュール

をお示ししておりますが、御覧のように年間

を通じまして、常に誘客対策を打ち出してい

くこととしております。

平成３０年の主な動きでございますが、開

山１３００年イベントとしまして、僧侶と歩

く六郷満山一般峯入り行を開催いたします。

こちらは４月から６月まで、峯入りを一般参

加者に開放いたしまして、六郷満山僧侶が先

達となって同行するツアーをしたいと思って

いるところでございます。

また、子どもさんや女性をターゲットとし

た取組としては、六郷満山のお寺でミニ修行

体験や、女性をターゲットとした朱印、今、

朱印が非常にブームでございまして、国東半

島の鬼にちなんで鬼朱印、また、寺の境内、

あるいは神社を活用したカフェ等の開催を考

えているところでございます。

これまで六郷満山に足を運んでいただけな

かった層に積極的にアプローチして、国東半

島全体の周遊を促進してまいりたいと思って

いるところです。

レガシーと言いますか、成果の継承でござ

いますが、それも非常に重要なことでござい

ます。これまで実行委員会が取り組んできた

様々な効果を、後には豊の国千年ロマン観光

圏というＤＭＯを取ったところに受け継いで

いきたい、継承していきたいと思いますし、

今後、２０１９年にはラグビーワールドカッ

プ、そして２０２０年には東京オリンピック

ということで、新たな観光ルート、そして集

客を踏まえたお金の落ちる仕組みづくりにつ

いて取り組んでいきたい。非常にそれが重要

であるということを考えているところでござ

います。

ちょっとお手元の資料には用意してござい

ませんが、昨日の大分合同新聞に論説の記事

が記載されておりました。いわゆる地域の宝
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を生かしたい。あらゆるものを活用して、人

の流れを作って、交流人口を拡大することで

地域振興、ひいては経済の活性化を図ること

が、我々の責務と考えているところでござい

ます。平成３０年１月からの開山１３００年

に向け、引き続き取り組んでまいりますので、

何とぞ御協力賜りますようお願い申し上げま

して、私からの説明とさせていただきます。

油布委員長 ありがとうございました。

これより意見交換に入りますが、ざっくば

らんに行いたいと思います。

御質疑や御意見、御提案など、何でも結構

ですので、お願いします。

麻生委員 御苦労でした。ありがとうござい

ます。

いよいよ国民文化祭も、もう目の前ですし、

ラグビーのワールドカップもチケット販売が

もう来年早々ということは、もう来年の１月

には、海外からのインバウンドもチケットが

ゲットできれば、もうそのまま２年前であろ

うが、計画を立てて宿泊所とか、どういった

ルートを、どう行こうかというようなことが

始まるわけで、もう本当に準備を急がないと

いけないと。ギアを上げるぐらいじゃ間に合

わないなという時期に差し迫っている中、本

当に皆さん頑張っていただいているんじゃな

いかなと、このように思います。

実は先日、奈良の国民文化祭の閉会式に私

も行ってまいりました。そのついでと言って

はなんですが、おおいた大茶会ということで

テーマにお茶がつくもんですから、お茶どこ

ろ、宇治茶の郷の茶原郷とか、いろんなとこ

ろを見て回りまして、１回のイベントで終わ

るんじゃなくて、移住、定住含めて、どうい

ったレガシーを残すかという部分についての

本質的な部分を学ぼうということで行ったわ

けです。

その際に、田舎暮らしというのは、自分で

立つ「自立」じゃなくて、「自律」、自分を

律することのできる人、そして、外発的、外

からの云々かんぬんとかじゃなくて、内発的

にやらなければ、その地域は成り立っていか

ないというような根本的な話を聞きながら、

そのお茶の世界って全く知らなかったもんで

すから、深過ぎて、本音の部分でいくと、大

体、大分の地が何で大茶会かい。もうけしか

らん話で、室町時代からの一服一銭の歴史と

伝統のある私たちのお茶会を取りやがって失

敗するぜというような意見交換もさせてもら

いました。

とにかく県民総参加で、そういった地域に

根差したものを磨いていくというようなこと

をいかにやっていくかという、そのテーマを

考えたときに、まずは認知度をどう上げるか、

国民文化祭も知らんし、大分のこともよう知

らん、しかも、六郷満山ちゃ何かい。あるい

は、国東半島の「国東」、この字を読めます

かとかいう発信もおもしろいと思うんですけ

どね。それっちゃどこにあるんかも知らない。

四国の八十八箇所巡りしておる人は何ぼか意

識があるかもしれないので、私も西国三十三

箇所の御朱印帳を買ったんですけど、まだ１

か所しか行けていません。

そういったものがあるということをどうや

って発信するかという中の認知度を上げると

いう意味で、奈良県の場合は「奥大和」とい

う言葉、奈良というのはよく知られています

けど、奥大和という形で茶原郷とか周辺部を

一言で表現して引き継げているということに

成果を見たという話を聞きました。

おんせん県おおいたとか、いろいろやって

いるんですが、ちょっと違うのかなと、正直

言ってね。県外の人に聞くと「一村一品は知

っちょるんやけどな」と、一村一品と言えば

大分というイメージがある。豊の国と言えば

大分、その千年ロマンの部分は豊の国という

冠がありますよね。

だから、今回の国民文化祭に関しては、僕

は豊の国とか、そういう認知度を上げる冠の

言葉をどうするかというのが非常に重要じゃ

ないかなということを思いましたので、それ

は問題提起として、一つ挙げたいと思います。

それから、今年の夏、大分－愛媛のバスツ

アーについて、チケットがありまして、私、
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実際乗っていったんですね。あれははっきり

言って、観光関係者とかが一度も事前に乗っ

てチェックして、もっとこうした方がいいよ

とか、フェリー乗り場の担当の人に、フェリ

ーに乗るときに全部、名前から住所、何回も

何回も書かんといかんとか、あるいは右から

左から、どっちから出て、どこにバスが待っ

ちょるのか、関係者も知らないというような

ことがあったんですよ。

ということは、六郷満山にしても、いろん

なコース、乗船のときには事前にしっかりや

って、このパンフレットも、例えば、何分と

いう表示も歩きなのかなと、普通、こういっ

た霊場巡りでは、白装束で歩いていくという

イメージがあるんですが、歩きなのか車なの

かも分からんし、歩きで行った場合には、途

中でトイレが、藪の中に入っていかんと悪い

のかなとか、そういったことを実践して準備

していくというのがとても大事だという部分

について御苦労されている部分があれば、後

ほどお聞かせいただきたい。

それから、こういったことというのは、や

っぱり地域資源を磨く。これは宗教に絡むこ

とで、非常に難しい部分があるんですが、教

育段階で、国民文化祭にしても何にしても、

学校現場で教育がふだんから何らかの形でや

らないといけない。

教育基本法等々の中で宗教教育は大事だと

いう項目はちゃんと明記されているんですよ

ね。特定の宗教を教えてはならない。推奨し

てはならないのかもしれないけれども、地域

にある、これはどういった意味なのというこ

とぐらいの宗教教育はしっかり教える必要が

あるんだけれども、教育委員会とのそういっ

た意味での連携がどうなっているかというこ

とは、よくもう１回この際に再確認をやって

いく必要があると思います。

一つ提案でありますが、健康寿命日本一の

大分県「おおいた歩得」、健康アプリがある

んですが、今見ても、まだそこまで、国東ま

で行かんのやけど、三十三箇所巡りのルート

があるのかなとか、こういったのでもっと発

信して、うまくやっていく。で、認知度を上

げるというようなことも大事じゃないかな。

もう勝手な、言いたい放題言いましたが、以

上です。ほかにいっぱいありますけど。

荒川参考人 認知度のことなんですけれども、

確かにおんせん県おおいた、前はシンフロの

やつを出しましたと。今は、プレミアムフロ

イデーですか、関西方面で出しましたけれど

も、そういう中で、ちょっと国東半島神仏習

合という言葉も難しいし、それから、その辺

をどうＰＲするのかというのは、やっぱり御

苦労を実行委員会もされていると思います。

例えば、海外でいきますと、別府、湯布院

は知っているけど、大分県は知らないよと言

う。今回ラグビーワールドカップの課題です

けれども、そういうものも出てくるというこ

とで、やっぱり今言われたように、いかに冠

を出しながらＰＲするかというのは大事だと

思います。一言で表せるかどうか分かりませ

んが。

それから、もう一つ、地域資源を磨くとい

うことと、ＰＲの話ですけれども、実際に旅

行会社の方々に国東半島を歩いて回ってもら

って知ってもらうこと。これは非常に大事だ

と思います。

旅行会社の方も関東の人の中には国東に行

ったことがないという方が結構いらっしゃい

ます。今回、去年から結構そういう旅行会社

の担当者、商品を作る担当者ですけれども、

国東半島を回ってもらったんです。歩いても

らった、バスですけれども、バスと歩いて。

それを見てもらって、東京に帰って、そこで

見たままの中で作っていただくことが非常に

大事だと思いますので、それが一つ。

それから、地域資源を磨くということ。こ

こにいる彼は地域マネジメント部長ですけれ

ども、去年までは部がございませんでした。

いわゆる誘客中心でしたが、今年組織を変え

まして、地域マネジメント部ということで、

地域の資源をやっぱり磨くということが非常

に大事だということで、それで彼も今、六郷

満山等々、かなりやっていますけれども、そ
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の辺でしっかりと地域資源を磨いていきたい

なと思っております。

麻生委員 ちょっと今の件でお願いしておき

たいのは、例えば、豊の国とかいう冠、ある

いは豊後という言葉がヨーロッパの地図にも

（「豊後という表記がありますね」と言う者

あり）こういった冠は、何かうまく使えんか

な。そうすれば、国内はもちろん、海外にも。

国内はやっぱり豊の国とか、海外はやっぱり

豊後とか、何かそういうのが冠として使える

んじゃないかな。それが一つ。

それから、今、ツーリストの人に見てもら

っているというのは、それはよく分かるんで

す。よくやっている。ところが、肝心要の地

元の人。個人旅行客がこれから多くなるわけ

で、個人の人が行ったときには、地元の人に

聞くわけ。そしたら、地元の人はそげなん知

らんわと。バス停どっちやろか、右か左か、

それも分からん。

だから、要は外発的な部分はもちろんだけ

ど、さっき言った内発的という部分をしっか

り地元の人が皆さん分かっているような、難

しいおもてなしとか格好よく言うもんやけ、

「あんた知っちょっかい」と、「ちゃんと教

えちょってくれな」というような、その感覚。

その内発的な部分をどうするかというのはし

っかりやってほしい、こう思います。

吉田参考人 貴重な御意見を頂いたんですが、

特に認知度に関して、なるほどなというとこ

ろがたくさんあるかと思います。

グローバルな視点、だから、今からインバ

ウンドを受け入れようとしているのに、うち

の地域しか、ローカル課題みたいな呼び名で

はいけないと私は思っております。

実は、私は豊の国千年ロマン観光圏の役員

をずっとやっていたんですけれども、前は大

分県北部地域観光圏協議会という非常に内向

きな名前で、この組織を改編しようというこ

とで、豊の国を冠にして、千年ロマン、いわ

ゆる国東半島宇佐地域、そういううたい方を

したわけです。

千年ロマン観光圏、そして中には温泉。当

然、観光のカテゴリーの中には、歴史、文化、

自然、食、温泉、人もありますし、また、ス

ポーツもこれから入ってこようかと思います。

そのカテゴリーの中で、何を重要視していく

のかということでいけば、やっぱり外から、

グローバルな視点で考えるわけですね。先ほ

ど一村一品の話もありましたが、ヨーロッパ

から見ても分かる発想なのはやはり豊の国と

か、そういう冠は非常に大事かなと私も思っ

ております。

国東半島、六郷満山、先ほど述べましたよ

うに、国東という名前も読めないし、僕なん

か学生のとき、「なし大分県ち、あげな字を

書いて「おおいた」と読ませるのか」と、よ

く疑問を持たれていました。

そういうことからすると、我々のまだまだ

しなければいけない努力、認知していただく

ための努力がまだ足りていないのかな。世界

的にも、一村一品の大分県ということで、か

なり周知されています。先ほど言われました

ような冠、重要かなと思っております。

当然、レガシーとして引き継ぐ相手が千年

ロマン観光圏となっておりますので、僕はそ

ういう意味から言えば、先ほどの御意見、大

変貴重な意見と思いますし、もっといいのが

あるという話もあるかもしれませんが、豊の

国、非常に大事な発想ではないかなと承って

おります。

それとあと、先ほども言いましたとおり、

今年は隣接の大都市福岡の方々を誘客するた

めに、一定期間告知いたしましたが、次は、

もっと大都市である首都東京とか、そういう

ところにいかに情報を売り込むか、おんせん

県おおいたの豊の国の国東半島、六郷満山を

どう売り込んでいくかということがやっぱり

最大の課題であるというふうに思っておりま

す。

もう一歩認知度を高めるためにも、若い層、

特にＳＮＳとか、そういうインターネットと

かを大いに活用される方、我々だって、もう

６０歳近いですけれども、スマホを使えない

と何か非常に肩身が狭い思いがしております
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けれども、そういう方々にも訴えていけるよ

うに努力もしていかなきゃいけないのかなと

思います。

そして、最後にもう一点が、内側です。地

元におる人が、外から来られた方へ、もてな

しという言葉を使っていいのかどうか分かり

ませんが、例えば、そのお寺さんはこちらに

行くんですよとか、そういう磨崖仏はこちら

ですよと、誰でも説明できるようになること。

小学生についても、「宇佐八幡に行ったこと

あるけん、仁王なら知っちょるで」と。そこ

までなるとすごいことになるから、住んでい

る人たちが自分たちの住んでいる地域にプラ

イドを持つ、自信を持つということは、すご

いことだと私は思っているので、交流人口か

ら一時定住して、最後は定住という流れの戦

略、人口減少化社会の中で、そういう流れが

できれば、私は観光の果たす役割というのは

メチャクチャ大きいのかなというふうに思っ

ておりますので、貴重な意見、どうもありが

とうございました。

麻生委員 はい、ありがとうございます。

先日、木付副委員長が無形文化財の生かし

方というのを話され、あれはとっても大事だ

と思うんだけど、一方で宗教行事であったり、

地域の人の日常生活ですから、そこを余り壊

すようなことがあってはならない。よっぽど

配慮しながらやらないといけないと思うんだ

けど、ドキュメンタリー映像作家とかの方に、

映像で、もうごく限られた人たちが奇祭「真

夜中」とか、ああいったのが多いから、そう

いったものを映像として紹介しておくとか、

何か方法もあるのかなと。

国民文化祭のときに映画館でそういうドキ

ュメンタリー映画みたいな感じでやってしま

うとかね。

何となくそういったのがある国東に行って

みたいなとか、そのときに健康アプリの「歩

得」で、そのとおりでここまで来たみたいな

ね。

１回「歩得」で１周しときゃ、実際に行っ

てみたくなるところはあるでしょうしね。何

かおもしろいこと、楽しいことを大いにやっ

てほしいということ。

それと、先ほど一服一銭て、室町時代のお

茶の世界で、いわゆる抹茶じゃなくて、煎茶

の、我々がよく飲むようなぐらいの一服一銭

というのは、一服は金額にして一銭だったら

しいんですね。神社仏閣の門前にそういうお

茶屋さんがいっぱい出て、にぎわっていたと。

そこで出すお茶請けは、地域の特産品であっ

たり、そういうおいしいお菓子であったり、

干し柿だったり、いろんなそういうのがあっ

たと。まさしく国民文化祭とこの六郷満山の

ときには、そういったことでやっていくこと

がコースづくりであったり、にぎわいになっ

たり、何かおもしろいことになるんじゃない

かな。一銭じゃなくていいと思います。高く

ていいと、思い切ったことをね。

だって、お茶の水出しボトルのペットボト

ル、サミットのときに出したのが３万円とか

ね、この前行ったところは水出し茶が１本１

万８千円とか、そんなやつを売ったりもして

いたので、話題性もやっぱり必要だろうし、

ただ彼ら曰く、それは話題づくりであって、

限定販売だけど、それで認知度が高まればい

いかなと。ふだんの生活はきっちりできるよ

うなところに持っていくみたいなことを言っ

ていましたので、資料はたくさん持って帰っ

ていますので、また、必要とあれば見てくだ

さい。

玉田委員 幾つかちょっとお話を聞きたいな

と思うんですけれども、先般、夜、あかねの

郷に呼ばれていきまして、国見にあると思っ

て、どうしても竹田津の方のああいうイメー

ジがあったら、もうとにかく夜行ったので、

今自分がどこを走っているんだろうと思いな

がら行ったら、またすばらしい施設で、本当

にお湯が良くて泊まって良かったです。

今回１３００年開山の話で、一番僕自身が

興味があるのは、仁聞菩薩って、どんな人だ

ったろうかということで、それは例えば、さ

っき言った九州国立博物館であったときに、

予想以上に多かったとかいう話もあったし、
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多分、いろんな国東の地域にある文化財だと

か、いろんな歴史とかいうのと同時に、多分、

僕の勝手な想像の中だったら、空海みたいな

イメージがあるんですよね。そして、空海が

中国に行ったり、それから、四国の方に霊場

を作ったりというふうな話があって、司馬遼

太郎の「空海の風景」とかに詳しく書かれて

いますけれども。

多分そういうところに光が当てられて、そ

して、この開山１３００年のところのバック

ボーンみたいなやつが広がるのかなというふ

うな思いがあって、それは私自身の不勉強な

んですけど、そこは例えば、京のお寺で学ん

で、そして国東に来たということであれば、

やっぱりそこでさっきの国民文化祭の奈良じ

ゃないですけど、そことのつながりというの

が、その人を通じて多分できて、それがまた、

関西との観光キャンペーンの仕掛けとかに何

かつながっていく可能性もあるのかなとかい

う思いをしながらずっとお話を聞いていまし

た。

これも僕も仁聞菩薩について勉強したいな

と、そういう知的興味をそそられると、そう

いうイベントでもあるので、何かそこのとこ

ろもいろいろ教えてほしいなと思っています。

例えば、豊後大野で言うと真名野長者伝説

というのがあって、これは飛鳥時代の伝説だ

というふうになっているんだけど、結局いろ

いろ調べていくと、四国とか中国地方にゆか

りの名前を付けて歩いて、そして最後は奈良

県の桜井市の大神神社とつながっているんで

すね。そして、内山観音というのがつながっ

ているということであって、そういう流れが

いろいろストーリーがあるので、あかね温泉

という温泉はあるけれど、要するに物語を何

かうまくつなげていくとおもしろいのかなと

いう思いもしながら、本当に我々も参考にさ

せてもらっているところがあります。

さっき、吉田事務局長が言っていて、僕は

本当にそうだなと思ったのは、お金の落ちる

仕組みづくり、やっぱり市の担当としては、

いろんな観光のところで広域的には関わって

いるけれど、でも、やっぱり一番そこが肝だ

というふうに思うんですね。そこをどうする

かと。そして、これをきっかけに、またお金

が落ち続ける仕組みづくりと言うか、それを

するのに多分悩まれているんだろうなという

思いがしていますので、そこのお金の落ちる

仕組みづくりについて、文化課長という立場

とかいろんな立場があると思うんですけれど

も、市の担当として、どういう苦労があるか、

そのことをちょっとお話しいただきたいなと

思います。お願いします。

吉田参考人 冒頭に国東の数少ない温泉宿を

お褒めいただきましてありがとうございまし

た。国東半島は丸いんで、ちょうど手を広げ

るとこんな感じで、谷が下にあるような、似

たような谷がいっぱいあるので、私も迷うと

きがあるんですけれども。ありがとうござい

ました。

仁聞様は宇佐八幡で化身、だから、宇佐が

非常に大事なキーワードになってくるんです

けれども、その化身ということも言われてお

ります。それだけ、我々がどうしても宗教的

なイメージで和尚さんたちを捉えるんですけ

れども、恐らく古代、先ほど空海さんのお話

もしましたが、行基さんとか空也さんとかも

含めて、実は宗教だけじゃなくて、非常に技

術者なんですね。医業、土木技術、もうあら

ゆる面でそういう技術者ではなかったかと思

います。

六郷満山の寺院のあるところは、実は全て、

まず川の水が流れる起点なんですね。必ず何

とか清水というのがございます。そういう意

味で言えば、四国に行けば満濃池というのが

ある。あれも空海さんが作られたとなってい

ますが、非常に技術を持って日本の地域の人

たちに貢献されたのではないかなという思い

を持っております。

国東半島は非常に砂鉄が多いところなので、

実は鉄ですね。これは産業ですよね。ほぼ観

光ではない世界へだんだん行くんですけれど

も、そういう意味から言うと、いろんな気付

きをさせていただいたんです、今回。
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高野山が実は一昨年１２００年祭をやった

んですよ。４０万人が訪れたという話になっ

ておりますが、そこよりも国東半島は１００

年古い。あと実は北陸の白山も今年１３００

年を迎えるんですけれども、１３００年前が

ちょうどそういう状況もあったんじゃないか

なと、逆にそういう思いもしているところで

す。

それから、内向きの話になりますと、確か

に我々は、一つには商品開発、これを機会に

お土産とかですね。値の高いものじゃなくて

もいいと思うんです。既に今まであった、例

えば、豊後高田でいえば蕎麦でもありますし、

国東で言えば海産物等もたくさんございます。

そういうものをこの機会に食べていただいて、

五感を通じてお客様に評判をとっていただく

ということも非常に大事なプロモーションに

つながると思っているところです。

いろんなお土産の開発という気運も実は出

てきております。この機会に、そういう感じ

になっていただけると有り難いなと。先ほど

のガイドと同じで、地元の方々がいわゆる産

業になるわけですから。産業になれば、もし

成功すれば、雇用が生まれることになり、経

済活動も発生するということなので、当然観

光という世界はそういうところではないかと

思っております。

それから、もう一点、豊後大野方面のお話

になりましたが、私が一番狙っているのは、

実はそこなんですよね。いわゆる豊の国。先

ほどトータル的なお話をされましたけれども、

北部だけの六郷満山なんですが、実は大野川

流域とか、すごい仏教関係がたくさんあるん

です。恐らく私の記憶で言えば日羅という僧

侶だったと思うんですけれども、その方が仁

聞と同じように、真名野長者も含めて開いた

という長い歴史があります。そういうことで

磨崖仏がたくさんある。国東半島も国東塔を

始め、磨崖仏がたくさんあって、県南と県北

が手を合わせれば、世界遺産登録も可能かと

夢想しているんですけれども。

だから、そういう大分県は、うちもこんな

のがあるぞという動きもまた出てくると、非

常にすごい効果があるのかなという思いもあ

ります。

次に課題でございますが、課題は、やはり

半島なので、昔は海の交通路が発達していた

時代は非常によかったと思うんですが、宇佐

八幡との関係で、非常に関係の委員さんもい

らっしゃいますけれども、深い関係の中で開

発がされてきたところですけれども、いまだ

にやっぱり、つい最近まで陸の孤島とか言わ

れていまして、道路関係の整備が遅れている

とか、二次交通対策が最大の課題となると私

は思っているところです。

人口減少社会の中で道路を広げてくれとい

うのはおこがましいですけれども、まだまだ

しなければいけないことはたくさんあるのか

なという思いを持っております。

入口、出口に宇佐と杵築がございまして、

ＪＲもそこに駅がございますから、先ほどの

周遊観光につきましても、杵築発の宇佐帰り

とか、宇佐発の杵築で最後を迎えて、国東半

島は海岸を回れば何のことはないリアス式と

白砂青松の海岸が続くわけですが、内陸もい

っぱいいろんな観光素材がございますから、

そういうものと結べばＪＲだけでも、そして、

空の玄関口大分空港もございますから、そこ

ら辺の活用が非常にまだできていないのかな

と思っているところでございます。

非常にいい御意見ありがとうございました。

いっぱいメモさせていただきました。

玉田委員 １３００年ぐらい前に鉄を持った

部族集団ができたんじゃないかって、その頃

のいろんなものが残っているんじゃないかと

いう仮説を立てている方もいらっしゃるんで

す。私も何かそうじゃないかなという思いも

しています。

それとやっぱり磨崖仏についても、大野川

の場合は、阿蘇の噴火によってできた岩なの

で、非常に柔らかい岩だから掘りやすかった

とかで、それは国東の方は非常に苦労して掘

っているとか、いろいろあるんですけれども、

是非何か市町村の金がうまく後から残るよう
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にやってください。僕らもまた応援したいし、

後からまたいろいろ教えてもらいたいと思う

ので、よろしくお願いします。

麻生委員 その関係でいいですか。先日行っ

た奈良県の和束町の茶原郷の担当者は、お金

をいかに落とすかという部分では、地域未来

投資促進法の地域牽引事業という助成事業が

あるので、これをもうフル活用していると。

木付副委員長が一緒に行っていますので、資

料を持っています。

それと、さっき国東半島というのは、高速

道路が走っていないという話でしたけど、高

速道路利用・観光・地域連携推進プランとい

うのがあって、それに認可申請すると割引と

か何かいろいろあるじゃないですか。そうい

うのに申請してやると、最寄りのインターチ

ェンジから国東半島へのアクセスみたいなね。

現地での割引とか、何かそういうのをうまく

セットにすると同時に、九州管内のＮＥＸＣ

Ｏが発刊している冊子か何か、雑誌にＰＲが

載るとか、何かそういう意味じゃ、そういっ

たのとかをうまく活用すれば、四国八十八箇

所巡りをする人は絶対来ると思うんですよね。

だから、四国高速道路のそういった雑誌に

載っけてもらうとかいうのも一手じゃないか

なと、何かうまいことやってください。

油布委員長 俺は自分の技で金儲けできんか

なとかと考えている。六郷満山のあの麓で新

しく饅頭を作ろうかなと思って。（「作って

ください」「ありがとうございます」と言う

者あり）

僕がなぜこういうことを言っているか。５

月の連休に何遍か国東へお寺参りに行ったこ

とがあるんです。まあ車が多いんですよ。

そして、もう駐車場に入ったはいいけど、

出るに出られん。ああ、これはもうとんでも

ないなと思ったんですけど、やっぱりかえっ

てそんなのが人を呼ぶのかなと。ラッシュに

なったんだけど、もう一遍ちょっとだけ、午

後からは空いちょるかもしれんので行ってみ

ようかとか。そういうふうな感じでして今ま

でも行ったときは多かったです。

最初は、もう９時、１０時はそれほどでな

い。１１時になったら、もう動かれんごとな

るのでね。だから、そういうのがやっぱり人

を呼ぶのかなと思うけん。そこで饅頭作って

売ったら儲かると思って。今頃だったら干し

柿とか、そういうのがあったらと。

昨日ね。農林水産部の連中がバスでうちの

店にワーッと来て、饅頭買ったら、一つしか

残っていない。結構俺が作る饅頭売れるんか

なと。何ぼか自信持ってきよる。（「ざっく

ばらんに」と言う者あり）

麻生委員 ざっくばらんにいいですか。この

前、奈良に大茶会のテーマということで、国

民文化祭の中でＭＩＣＥの関係でいろいろ話

を聞いていたら、お茶コーディネーターさん

ておられるんですよね。全国に物すごい数い

らっしゃるみたいで、各支部とかブロックで、

役員だけの全国大会をやっているみたいです

けど、何かそういったお茶コーディネーター

の全国大会をやったらどうかとか、あるいは

お茶と言っても、大分には、ＡＰＵさんがあ

って、留学生もたくさんいる中で、世界のお

茶ってあるじゃないですか。だから、大体お

茶というと着物を着て、野点みたいなイメー

ジしかないけど、もう煎茶から何から、あん

な奥深く、幅が広いものとは全く知らなかっ

たんですけど、そういうお茶関係者には、誘

客ターゲットとしては、最高におもしろいん

じゃないかなと思うんですが、そういったＭ

ＩＣＥ含めて、全国大会とか、九州大会でも

やっているようなところもあるらしいんです

ね。だから、せっかくだから、世界お茶サミ

ットを大分で開くとか、何かおもしろいこと

を是非やってほしいなと思います。

荒川参考人 ＭＩＣＥの関係でいくと、大分

は、国際大会というのは、なかなか神戸とか

には負けちゃうんですけれども、最近、やっ

ぱり医学関係の学会、それから、お茶の関係

で言いますと、去年からアプローチしている

んですけれども、例えば、池坊の全国大会と

か、あれは数千人規模であります。もう来年

は決まっているみたいなんですけれども、そ
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の後とか、そういう数千人のお茶の関係の団

体とか、そういうところに今アプローチもし

ています。

ああいうのは、大体２年か３年先を今年決

めるとかいうことなので、なかなかＭＩＣＥ

というのは、将来を見越したアプローチであ

ります。だから、今、ＭＩＣＥがやっている

のは、大体２年から３年先の大会を誘致する

ように、来年の大会も決まっているところは

多いので、巨大な大会はちょっと二、三年前

から今アプローチしています。

それから、今言われたとおり、いろんなあ

れがありますので、そこはもうＭＩＣＥ絡み

でＰＲしてみたいと思っています。

麻生委員 是非ツーリズムおおいたさんとか、

県庁の中でもお茶会の例会をやるとか。昨日、

青年会議所へ行ったら、来年早々に例会でお

茶会をしますとか言っていました。

日本茶のアワードコンテストとかいうのも

あるらしいですよね。そういったのには何か

メチャクチャすごいお茶が出てくるとか、１

００グラム７千円（「五、六千円だったか

ね」と言う者あり）とかいうのが一番高いと

か、そんな話も聞いていたんですが。

油布委員長 お茶工場行ったらな。いいのは、

葉っぱがいいところを取ってな。特別価格で

６千円、７千円になるような茶がある。茶を

作らないけん。三重町にあるじゃないか。

玉田委員 もうやめた。

麻生委員 大分のお茶にこだわらんでいいみ

たい。もう大分のお茶にこだわると耶馬溪茶

と因尾茶ぐらいかな。杵築もあるでしょうと

か言った。いろいろ話をしましたけどね。

油布委員長 どこがいいんか分からんけど、

因尾はよう持ってきて、うちで売りよる。

麻生委員 釜入り茶は珍しいんでしょう。

油布委員長 やっぱり最初持ってきたときは

味はいい、どこのも。売れんのよ、なかなか。

長くなる。そしたらもう真空にしているんだ

けど、味が落ちるな。

尾島委員 １３００年祭の件でお願いしたい

と思うんですが、今回、このイベントを通し

て誘客を図って、国東半島地区、あるいは宇

佐地域のイメージアップを図るということは、

将来につながることなんですよね。

一番大事なことは、今回のイベントを契機

に、やっぱり将来に向けた観光振興をどう図

り、定着させていくかということで、先ほど

課題の話が出ましたが、やはり二次交通、国

東半島が国道２１３号がこう取り巻いて、宇

佐から日出にかけて１０号線が通ってちょう

どお碗型になっていますね。

近年、豊後高田から国東、あるいは安岐に

空港道路なんかも非常に整備をされています

し、今、杵築からずっと国東に向けた道路整

備も進んでいますので、外周だけではなしに、

中の道も良くはなっていると思うんですけど、

やはりこういった交通網の整備が課題だと思

います。

観光だけではなしに、日常的にやっぱり生

活路線を含めて、そういった公共交通を走ら

せること。これが大きな課題ではないかと思

うんですけど、この地域に入ってしまうと、

やはりホテル、旅館が非常に少ないんですよ

ね。今回もそうなんでしょうけど、入口が宇

佐としたら、出口は杵築、日出になるわけで

すが、逆にすれば、入口、出口が変わってく

るわけですけれども、両者とも、やっぱり非

常に少ないですよね。中心地は豊後高田とか、

国東市にもそれだけのキャパがないというこ

とで、これからやっぱりこういう滞在型とか、

宿泊型の観光をどうしていくのか、そのこと

も課題だと思います。

入口のはちまんの郷は、今、簡保から払下

げをしていただいて、県も出資をしてやって

きたんですけど、とうとう経営破綻に近い状

態に追い込まれて、非常に苦労しています。

そういった意味では、いいエージェントに

付いてもらって、どんどんやっぱり観光客を

連れていってもらって、泊まってもらうとい

うことが必要だろうと思うんですけど、宇佐

には、先ほど１０月に特別展をやった歴史博

物館がある。あそこは御案内のように、入口

に行くと、これはもうどっちか、国東よりも
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豊後高田に近い状況で飾られているんですけ

ど、熊野磨崖仏がどーんとそこに控えていま

す。中に入っていくと、常設で富貴寺の模型

もありますし、宇佐神宮、国東半島に由来し

たたくさんの収蔵品が常設展示されています

から、特別展示だけではなしに、歴史博物館

を活用するようなこともどんどんやっぱり進

めてほしいなという気がします。

それから、ちょっと宇佐神宮が今、バリア

フリーということで、神宮の裏側にエレベー

ターを付けたり、参道に以前スロープを付け

たりしたんですけれども、政教分離の関係も

あって、なかなか行政なり団体がお寺、お宮

に助成金を出していくというのは難しいと思

うんですけど、これからは、やっぱり社会モ

デルとして障がい者に対するバリアフリーと

いうのが求められていますから。

ただ、国東半島、密教、仏教と言うか、非

常に条件の悪いところにあることが信仰を集

めた源にもなっていると思うので、そこをバ

リアフリーということには一気にならんと思

うんですけど、今後はそういった障がい者へ

の視点も観光振興を図る中では必要ではない

かと思うんですけど、どういう検討がなされ

ているか、もし分かればお願いしたいと思い

ます。

吉田参考人 非常に委員さんから鋭い指摘を

頂きましてありがとうございます。

レガシーの継承、あるいは二次交通、公共

交通につきましても、最近は非常に整備され

ております。しかしながら、逆に「ミステリ

ーの方がいいんじゃないか、不便さの観光と

いうのもある」と言う人もおりまして、ああ、

そうですかという感じなんですけれども、公

共交通の二次交通をしていただいております

が、まだまだしなければいけないところもあ

りますので、していただきながら、観光素材

の各ポイントでありますところを周遊できる

ような、送り込みをしていくのが大きな課題

ですし、観光業界だけでなくて、建設とか、

その関係者の方々との協議を継続していかな

ければいけないかなと思っております。

先ほどの話に上がっておりましたとおり、

ほぼ山岳仏教なので、観光客を寄せつけない、

人を寄せつけないというのがもともとのモチ

ーフになっていますけれども、最近はお寺さ

んの方もそこら辺、お参りいただいて、少し

でもお賽銭を頂くことができるようにと裏に

車で行けるような迂回路を作って、最近文殊

仙寺さんもそういうのを作ってくれましたの

で、いきなり階段を３００段上がらなくても、

実は裏にございますと。裏にございますとい

うことをそんなに前面には出していないです

けれども、実は裏にございますから、もう徒

歩数分で本堂に付ける。お寺さんの側も、我

々行政が考えたりするよりは先んじて、それ

の対応を少しずつしてきております。（「あ、

そうですか」と言う者あり）

非常にそこら辺はお寺さんの側も檀家さん

が少ないので、何とかしなきゃいけないとい

う気持ちを大いに持っているんじゃないかと

思っております。

ホテル、旅館の少ないのも確かに最大のネ

ック。なぜかと言うと、泊まるということが

ないからですね。食べる場所に泊まらないわ

けです。泊まっても小さいようなところがな

かなか選択できない。

一つ考えたのが、先ほどの報告の中にあり

ましたとおり、別府とのタイアップですね。

別府の女将さんたちとのタイアップをしなが

ら、別府をベースキャンプにして、国東半島

や宇佐地域に通ってもらってもいいんじゃな

いかという考えを私は持っております。

実際は、国東半島内部に泊まるのもいいん

ですけれども、委員さんの出身の地域もござ

いますとおり、実は農泊が非常に盛んな地域

です。宇佐の安心院も全国発祥の地でござい

ますので、農泊農家が結構いらっしゃるんで

すよ。今、修学旅行がメーンで泊まられてい

ますが、中国も韓国も嫌いだと言っていた人

もいたんですけど、最近はインバウンド、外

国人の方も結構積極的に泊めています。皆さ

ん、飲んだら一緒だと。（笑声）

言葉は通じないんだけど、気持ちは通じる
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らしいんです。私も農泊に行ってないので、

そんなに言えないんですけど、直接は。すご

く、オーケーになった方々が増えていますね。

安心院もそうだと思うんですよ。ヨーロッパ

の方々はますます普通のホテルよりは、私た

ちはそういう農家に泊まりたい、民家に泊ま

りたいという話も出ています。

特に、我々農泊を勧めていますので、ただ、

年齢的に農泊農家の新陳代謝をしないと戸数

が減っていきますので、今後とも泊まる滞在

型を、よりお金を落としてもらうためには滞

在型が重要だと思っていますので、そういう

のもしていきたい。

それともう１個は、実は国東半島周辺で、

寺に泊まれるのは１か所しかないんです。

（「宿坊がないんだな」と言う者あり）宿坊

がですね、昔は各お寺さんが持っていたんで

すけど、みんな返上しました。

唯一残っているのは、文殊仙寺さん。その

文殊仙寺さんは宿坊で自分の本堂と庫裏の方

に泊められたり、あと富貴寺さんというとこ

ろが、本堂の近くに蕗薹という旅館を経営し

て、食べる蕎麦を（「蕎麦を食わせるところ

がある」と言う者あり）委員長さんおっしゃ

られるところです。そういう形で寺院さんも

もう１回宿坊をしてもいいのかなという思い

が出てきておりますので、泊まればそこでい

ろんな宿泊、座禅とか体験はできるというこ

とで、そこら辺、宗教世界で、なかなか先ほ

どエレベーター、エスカレータの話も聞きま

したが、入れないんですけれども、何らかの

形で入れるんじゃないかなという思いも持っ

ておりますので、行政としても、こういう手

続等に支援をしていきたいなと思っていると

ころです。

最後に、県立博物館の件ですが、私は国東

半島、宇佐地域に見えられるお客様から問合

せがあったときに一番最初に紹介するのは県

立博物館なんです。なぜかというと、あそこ

で全てのガイダンスができるんです。

昨日の大分合同新聞の論説を先ほどちょっ

と紹介してもらいましたが、これは実は宝の

山というのは、地域にあります博物館、美術

館のことなんです。実は、そこに行けば、そ

の地域全体のことが分かるようになっている

んです。入って磨崖仏があったりとか、

（「空港に移転すればいいじゃないですか」

と言う者あり）本当、富貴寺なんか、本堂に

行くと、もう剥げ落ちているんですね。それ

が落ちる前を博物館で見て、その後、本物の

ところに行くと、ああ、実はこういう色が着

いていたんだという、すなわちストーリーが

できる。物語ができるということで、先ほど

おっしゃられたことは非常に大事なことじゃ

ないかなと思っております。

博物館とも各自治体、県内どこもございま

すので、そういう県の組織と市町村の博物館

をつないでいくという活動も学校現場の教育、

啓発と一緒で非常に重要なことかなと思って

おります。

ありがとうございました。

麻生委員 今の話で、やっぱりＤＭＯの機能

をいかに強化するかという部分で、宮崎県の

小林市が、もう早速フランス人を２人採用し

ているでしょう。ラグビーのワールドカップ

に向けて、もう準備を始めていると。やっぱ

りそういったことをやるに当たって、外国人

の雇用の云々かんぬんとか、せっかくこれだ

け大きな事業をやるわけだし、六郷満山なん

か最高ですよ。

豊の国千年ロマンという、しかも１３００

年祭、フランス人とかムチャクチャ喜ぶよう

なやつをパーンとやれば、ラグビーのワール

ドカップとか東京オリンピックのときに結構

大分はつながると、豊後といって、ピョーン

と来るような話になると思うんですね。だか

ら、そういう意味で小林市はさすがやなと思

ったんですね。動画にしても、最近何かおも

しろいやつを結構作ったりしている中で、も

う既に具体的なプロモーションビデオも新し

いのを作って、フランス人２人が農家民泊中

心とか、プロモーションを始めたというのが、

つい先日の日経新聞なんかに出ていましたけ

ど、やっぱりそういったのを実現しようと、
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やろうと思ったときに、各市町村さんとかツ

ーリズムおおいたさんで問題認識として、も

っと何か県はこうしてほしいとかいうような

ことがあれば、せっかくですから。

荒川参考人 ＤＭＯについては、一つは我々

は、県全体の一つのプラットホーム機能とし

てやっていこうと。一つはやっぱりしっかり

マーケティングをやると。

例えば、フランス人は一体何を好んでいる

のか。それから、イングランドはどういうも

のを好んでいるのかと、しっかりマーケティ

ングをして、そのニーズをつかんで、そこに

アプローチしていくことが非常に大事だとい

うのは、ＤＭＯの一つの形だと思うんです。

それから、もう一つは、専門人材、それを

コーディネートしていく専門的な人材をやっ

ぱり確保しなきゃいけない。この二つがやっ

ぱり大きな柱だと思っております。

課題は何かといったら、やっぱり人を雇う

というのは、非常にお金の掛かることなので、

そこをどういうふうに捻出していくのか。我

々は今、九十何％は県からの委託事業で運営

しております。自主事業は１０％ぐらい。そ

の中で、何とか今年１名、プロパー職員を採

用して、専門人材を採用して今やっておりま

すので、その辺、このＤＭＯの課題だとは思

っております。

市町村でも大分県内、フランス人を雇って

いるところ、いるかな。大分市にいるんじゃ

ないかな。いたかな。（「大分市に」と言う

者あり）大分市は確かにフランス人がいたは

ずですわ。駅の案内所でしたね。

だから、そういう傾向にあり、韓国の方は

結構入っている。中国の方も入っている。そ

れから、案内所にフランス人が入っていると

かいうのは、傾向としては出ています。

麻生委員 ということは、例えば、今度ワー

ルドカップのゲームを見ると、オーストラリ

アとかニュージーランドとかフィジーとか、

オセアニア方面の国の関係者の方とか、昨日

かイギリスの総領事さんがお見えになってい

たけど、イギリスのウェールズとイングラン

ドという、その辺にターゲットを絞った方々

をうまく何か各市町村さんとか、短期雇用で

もやっていただいて、そのネットワークをし

っかり県としてうまく全体を機能させるとい

う工夫をすればいいわけやね。

荒川参考人 ワールドカップ推進室のことは

いろいろ言いませんけれども、今言われたと

おり、やっぱり来る人にどういうふうに対応

するか。例えば、言語の問題、それから動き

の問題ですね、それをしっかりサインを出し

ていくことが必要ではないかと思っておりま

す。

安田参考人 今も専務の方からお話がありま

したけど、それと、やはり我々ツーリズムお

おいたもそうですし、六郷満山実行委員会も

そうなんですけど、要は行政側に近い方の世

界になりますので、いろんなプロモーション

とか、そういったものにつきまして、こちら

側でかなりセッティング、いろんなことがで

きるんですけれども、やはり最後行き着くと

ころは、いかに儲けるかという感覚の人たち

が地元にいるかどうかというのが大きなこと

になります。

ですので、要は経済界とか商業関係の方々

が結局、「こういうのをしたらどう」と言っ

ても、「じゃ、誰がやるの」という話になり

ますので、実際にそれで動く人というのが非

常に大事になりますので、やはりそこは観光

産業だけじゃなくて、商業の方もそれがチャ

ンスだというふうに変わっていかないといけ

ないと思っています。要はいかに地元で動け

る方々、それをバックアップする方々という

役割も踏まえてずっとやっていかなきゃいけ

ないなというのは思っております。

麻生委員 そう考えると、酒屋とかお茶屋と

か、そういった人がまず一番その気になって、

その取り巻きからいろんなお土産品屋とか、

そういったぐらいにもっと絞って、業種も絞

って、何かやらんといかんのやないかな。だ

から、商業関係者とか、商店街とか言ってて

も、一番熱心にやるのはビールメーカーさん

とかそんなところが、ビールを飲むからとい
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うので、全国大手がポンと来て、回転ドアで

おいしいところを皆持っていって地元に残ら

ないと、これじゃいけないわけでしょうから

ね。

だから、どこにどういうアプローチをして

いくか、仕掛けをしていくか、火を着けるか

という、その辺は是非また、やり取りしなが

ら教えてほしいですよね。

吉岡委員外議員 一つ、ツーリズムをお聞き

していいかどうか分からないですけど、国東

半島を回るときに、余りコンビニとかがない

ので、そうなると、例えば、たくさんのお客

さん、障がい者も見えて、高齢者も見えて、

お手洗いするときに、公共の建物がここにあ

りますよとか、例えば、さっき言ったお店で

お借りできますよとか、そういうことも考え

てあるのかなというのが、ちょっと観光にた

くさん見えたときに、特に障がい者の方もお

見えになったりするので、それはここで聞い

ていいかどうか分からないですけど、ちょっ

と教えてもらえれば。

それと、もう一つだけ。別府のビーコンに

展望台とかありますよね。あれはとってもす

ばらしくて、別府を一望できるので、ああい

うのが今回、ＰＲしてあるかもしれませんけ

ど、私はいっぱいＰＲするとすばらしいなと

いつも思っていますので、その辺ちょっと教

えていただければと思います。

吉田参考人 非常にトイレって大事なキーワ

ードだと思うんです。大分県は、観光トイレ

の整備事業というのを継続的にやっていただ

いておりまして、おもてなしトイレという名

前を出して、私の管轄しています国東市では、

観光課のときに、ほぼ全て洋式化が終わりま

した。

国東半島は、御覧のとおり丸い。国道は１

本しかないです、２１３号が。その国道筋に、

大体国東市だけで言うと道の駅が２か所、里

の駅が２か所、計４か所あるんですよ、全て

国道沿いに。そこがそういうトイレとか、そ

ういう関係、あるいは観光バスもお立ち寄り

いただけるということで、そこら辺は安心し

ていただけるわけですから、あとは山の中も

入りますと、両子寺さんとか、両子寺という

のは、両子山の麓にあるお寺さんで、それを

越すと、その西側、豊後高田とか宇佐の方に

行くんですが、そこにも里の駅じゃないです

が、そういうちゃんと施設を作っております

ので、そこにお立ち寄りいただければ、トイ

レ等は対応できるかなと思っております。

でも、トイレは非常に重要なキーワードで

して、特に男性もそうですが、女性の方々も

観光バスを降りられて、まず行かれるのはお

土産かトイレかどっちかなので、トイレが大

事なことは分かります。最近膝の悪い方も多

くいらっしゃって、洋式も多いんですが、和

式もいいと言う人もいらっしゃるので、両方

作るように。

ただ、和式を洋式にするのはあるんですが、

新しく新築するというのはなかなか補助制度

がないもので、単費で各自治体が作るか、お

店を経営しているドライブインさんが作るか、

そういう形になるので、何かそこら辺をてこ

入れができていくと今後いいのかなと思って

おります。

看板の文字も含めて、外国の方々も国内の

方々も分かりやすいトイレ表示にすることは

非常に大事かなと思います。

すみません、トイレの話ばかりしまして。

吉岡委員外議員 安心して行けるようになっ

た。

荒川参考人 では、ビーコンについてよろし

いですか。我々も大分に移転する前はビーコ

ンプラザの中に事務局がございまして、何度

か上りましたけれども、一応素材の中にもビ

ーコンを入れてＰＲしております。

ただ、一つは風が強いと閉鎖されるんです

ね。やっぱり、ちょっと何メートル以上かの

風が強いと、あそこは上にいくとやばいと。

それと１回に登る人数が制限されます。上の

広さが狭いので。

その難点はあるんですが、非常に素材とし

ては、おもしろい。国外から来た団体さんと

私、一緒に登ったんですけど、「ここはすご
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い」と、要するに別府市の運動場から温泉か

らホテルから全部見えると、ここはすごいと

言っていましたので、海外の方にもＰＲをし

ております。

麻生委員 さっきのトイレの話ですけど、大

分市にミカサという会社がある。バイオトイ

レなら、移動式も含めて、ああいったのを期

間中とか、やっぱりたくさんお見えになると

か、ずっと渋滞して、トイレに行きたくても

困っているみたいな、そういうときに利用で

きるようにすれば、地場企業の振興支援にも

つながるし、そういったのを考えてあげたら

どうなのかと思います。

結構海外の有名な山岳地帯とかに持ってい

ってやっているんですよね。評価が高いし。

荒川参考人 くじゅうのトイレも確かバイオ

だったですね。

麻生委員 高崎山のセラピーロードもあれ、

評判いいですよ。じゃないと、ある女性の方

なんか結構山歩き大好きで、国東半島に行っ

たとき、もう本当にトイレ困るらしくて、山

の中、藪の中入ってやっているらしいですよ。

そんな人が多いらしい。

油布委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れで参考人との意見交換を終わります。

本日、皆様方から頂いた御提案や御意見、

を踏まえまして、ビッグイベントを契機とし

た本県の振興に、県議会としても全力を挙げ

て取り組む所存ですので、これからも、御協

力をお願いいたします。

本日は、お忙しい中ありがとうございまし

た。

ここで、暫時休憩します。

午後０時１０分休憩

午後１時 ２分再開

油布委員長 これより、国民文化祭・障害者

芸術文化祭局関係の審査に入ります。

それでは、執行部から報告の申出がありま

すので、これを許します。

土谷国民文化祭・障害者芸術文化祭局長 １

１月２６日、奈良県で第３２回国民文化祭・

なら２０１７、第１７回全国障害者芸術・文

化祭なら大会の閉会式が行われました。議会

からも御出席いただきありがとうございまし

た。

大分県は次期開催県として大会旗の引継ぎ

を受けたところです。

私ども事務局の職員、また県内市町村、芸

術団体の皆さんも開・閉会式、また分野別事

業に参加させていただいたところですが、古

来からの伝統文化の残る奈良県の文化を感じ

つつ、来年の成功に向けてしっかり準備を進

めていかねばと改めて感じた次第です。

１１月末現在、大分大会で予定されている

事業数は１５０。うち障がい者アートに関す

るものが３９という組立てで準備が進められ

ています。

現在、市町村実行委員会、芸術文化団体で、

更にブラッシュアップがなされており、事業

名、内容とも既に変更が掛かっているもの、

それから変更が予定されているものがござい

ます。最終的な決定は、団体、市町村等の実

行委員会を経て来年４月に予定されています

県の実行委員会の場ということになると考え

ております。

それでは準備状況の詳細につきまして、担

当課長から報告させていただきます。

高橋企画・広報課長 それでは、資料に基づ

きまして御説明をしたいと思います。

資料の１ページを御覧いただきたいと思い

ます。

今ほど局長の御説明にもありましたけれど

も、１１月２６日に奈良におきまして、第３

２回国民文化祭・なら２０１７、第１７回全

国障害者芸術・文化祭なら大会の閉会式が奈

良県文化会館国際ホールで行われました。

資料の左側に写真がございますけれども、

その模様をざっと流していきたいと思います

が、左の一番上、オープニングは、日本書紀

に天覧相撲が奈良で行われたことが起源にな

っているようでございまして、相撲甚句で幕

を開けました。

それからその隣、右側ですが、天理大学創

作ダンス部と、朱雀高校和太鼓部と、小学校
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の生徒さん等による奈良県ステージが展開を

されまして、下のところですが、大分県ステ

ージ、これは次期開催県ということで、本県

から穴井豪さんらによりますインビテーショ

ンカード、これを御披露申し上げたというこ

とでございます。

そして、その右側ですけれども、前日に東

大寺の南大門から東大寺に向けて宇佐神輿フ

ェスタが行われましたけれども、その模様を、

この会場でインタビューという形で御紹介を

するということでございました。

一番下のところですが、左側です。これに

続きまして、奈良県荒井知事から大分県の二

日市副知事に大会旗が渡されたということで

ございます。これはかなり重くて、めじろん

とせんとくんが両側に立っておりますが、大

会旗が渡されて、いよいよ大分県にバトンが

渡されたということでございます。

この資料の右側の方を御覧いただきますと、

この大会旗については、おおいた大茶会をイ

メージする野点の和傘、下に写真がございま

すけれども、和傘とカウントダウンボードを

セットにいたしまして、地域で気運醸成とい

う意味も含めまして、県内を巡回させていき

たいというふうに考えてございます。

具体的には、まず、県庁から別府市の方に

スタートをいたしまして、日出町、杵築市と

いうふうに県内市町村を巡回した後に、来年

秋の本番前に県庁の方に戻してくるという流

れでございます。各市町村での受渡しの際に

は、せっかく大会旗が回りますので、例えば、

広報誌で取り上げてもらうとかそれぞれ盛り

上げ隊が２０名ほどおりますので、そういっ

た方々の御協力を頂いて、できるだけ取り上

げて情報発信をしていただこうと考えてござ

いまして、市町村の実行委員会の方にも、そ

ういうことをお願いしているところでござい

ます。

ページをはぐっていただいて、２ページで

ございます。

誘客・情報発信等の取組状況についてとい

うことで１ペーパーございます。

この取組状況ですけれども、三つ柱を立て

てございます。

一つは、県民が参加する広報の実施、それ

から二つ目が、新たな客層の獲得につなげる

広報、三つ目が、すみずみまで届ける広報の

実施、この三つの柱に基づいて、我々進めて

ございます。

まず、一つ目の県民参加による広報につき

ましては、広報ボランティアを我々は一生懸

命お願いしておりますけれども、既に１，２

００人を超えるボランティアが集まっており

ます。それぞれいろんな形で、ＳＮＳで、あ

るいはフェイスブックで、あるいはインスタ

グラムでいろんな広報をしていただいている

ということでございます。

それから、企業の協賛も順調に進めており

まして、御覧いただいたかと思います。そこ

に写真を張っておりますけれども、カルビー

のポテトチップスの、大分の鶏めし味という

のが発売されていますけれども、その裏側に、

ここに書いてある裏面というおおいた大茶会

の広告を入れていただくということで、これ

がなかなか好評で、味もおいしいということ

でかなり広がっております。あるいは、各企

業さんが毎年配るカレンダーのところに、お

おいた大茶会のロゴとか広告を入れてもらう

といったことがかなり広がっておりまして、

割と人目に触れるような形には段々になって

きたのかなと思います。

それから、二つ目の柱の新たな客層の獲得

につなげる広報ということで、いよいよ奈良

県が終わりましたので、我々も県内の広報に

ついて力を入れていきたいと考えてございま

す。例えば、芸術新潮とか美術手帖、これは

美術家の間ではバイブルみたいなそういった

雑誌なんですけれども、そういったライター

に非常に強いコネクションを持っている広報

ディレクターを我々は抱えておりますので、

彼女のそういったネットワークを使いながら、

例えば１０月１日の１年前イベントがこの間

ありましたけれども、その広報ディレクター

のところに、そういったライターを連れてエ
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クスカーションをしてもらいまして、いろん

な知識もそこで得ていただいているので、そ

ういった活動、それから、市川さんという広

報ディレクターなんですが、彼女自身もため

記事を今一杯持っていまして、インスタグラ

ムで、それを少しずつ今出していっていると

いうことで、まだ随分ストックがございます

ので、そういったことで情報拡散に努めてい

ると。あるいは、今年度は年明けにタブロイ

ド版のフリーペーパーを発行しようと思って

います。今年と、来年もそういった形で考え

てございますので、そういった形の広報もや

っていきたいと。

三つ目の柱で、すみずみまで届ける広報の

実施ということでございますが、既に県内８

００か所以上はポスターを配ったりしており

まして、いろんなところでＰＲを進めている

ところなんですけれども、様々な広報グッズ

を作っておりますので、とにかくいろんな人

の目に触れるような形の広報を積極的に引き

続き行っていきたいと考えてございます。議

員の皆様方も、いろんな場面で是非、グッズ

をたくさんこちらにストックしておりますの

で、御要望を頂ければ御提供申し上げますの

で、どうぞよろしくお願いしたいと思います。

秋月事業推進課長 資料３ページをお開きく

ださい。

おおいた大茶会１年前イベントについて御

説明いたします。

県民とともに文化祭の開催機運を盛り上げ

ていくため、１年前イベントを１０月１日

（日）から１２月５日（火）にかけて、県立

美術館やｉｉｃｈｉｋｏ総合文化センター等

を中心とした芸術文化ゾーンで開催いたしま

した。

１０月１日（日）は、県立美術館とｉｉｃ

ｈｉｋｏ総合文化センターの間の国道１９７

号を歩行者天国とし、カウントダウンボード

披露等の開会行事を行うとともに、日田祇園

囃子やジョーヤラ・合唱など、県内五つのゾ

ーンから選出された芸術文化団体による伝統

芸能を御披露いただきました。

また、歌手のＭａｙＪ．さんを招いてのＦ

Ｍラジオ公開収録やミニライブ、お茶による

おもてなし、市町村紹介ブースの設置等、様

々なイベントを実施いたしました。

なお、この日は、来年の本番に備え、約４

０人のボランティアに御参加いただき、会場

案内やチラシ配り等の運営業務に携わっても

らったところです。

期間中は、県立美術館やｉｉｃｈｉｋｏ総

合文化センター、中央町・竹町通商店街とタ

イアップし、大分県美術展覧会やコレクショ

ン展に加え、障がい者アートの展示会ときめ

き作品展、まちなかアート！、全国の障がい

者アート支援活動を紹介するＡｃｔｉｏｎ！

といった展示事業、障がい者と大学生が共に

作りあげるダンスステージなども実施いたし

ました。

さらに、関連イベントとして、若者に人気

の学園漫画ＲｅＬＩＦＥのパネル展や音楽、

アートなどをテーマにした子ども向けイベン

トわくわくアート遊園地も開催されたところ

です。

１０月１日のイベントには、約１万人、期

間中は、延べ約４万５千人の方々に御来場い

ただきました。

今回のイベントについては、多くの方々か

ら「伝統芸能を見ることができてよかった」

や「楽しいイベントだったね」との御意見を

頂きましたが、一方で「仮設スロープが狭か

った」、「臨時のトイレ施設があればよかっ

た」などの貴重な御意見も頂きましたので、

来年の本番に向けて対策をしっかりと検討し

てまいります。

資料４ページをお開きください。

芸術文化団体主催事業に係る支援について

御説明いたします。

現在、来年度予算として要求している段階

ですが、文化祭開催期間中に県内で実施され

る芸術文化団体主催事業に対して県として支

援を予定しております。

助成対象団体は、４に記載の県内の文化団

体やグループ、ＮＰＯ法人等となります。
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助成対象となる主な事業内容としましては、

５に記載の新たな文化芸術の創造を促す試み

で、文化祭終了後も活動の継続が見込まれる

事業、既存の事業に新たな取組などを加え、

事業内容を更に充実・強化するとともに、新

たな魅力を発信し、今後につながる事業とし

ております。具体的には、例年ダンスの発表

会のみを実施しているが、それに加え、県民

や子どもたちへの普及を目的として、初心者

向けの練習会や体験ワークショップを実施す

るなどが考えられます。

６の助成内容としましては、財政基盤の弱

い県内の文化団体等をしっかりと支援するた

め、助成対象経費の３分の２以内を県が支援

したいと考えております。

現在１団体１００万円を限度として要求し

ている状況です。

７の今後のスケジュールとしましては、１

２月中旬に予算成立を条件として事業計画の

募集を開始し、３月には、各団体に対して事

業内定を行いたいと考えております。

予算の議決前に事業計画募集等の事務を開

始することとなりますが、国民文化祭、全国

障害者芸術・文化祭の成功に向け、文化団体

等に広く周知を図るとともに、万全の準備を

進めていただくため、何とぞ御理解いただき

ますようお願い申し上げます。

油布委員長 ただ今の報告について、何か御

質疑はありませんか。

堤委員 今のＮＰＯ法人とか文化団体やグル

ープというのは、具体的にどういうところを

指して考えているのかな。

秋月事業推進課長 もちろん、任意の皆様方

でお集まりになって、こうした芸術文化事業

を行いたいんだけどというお話があれば、承

って御相談に乗りたいと思っております。

堤委員 任意でもいいわけか。これは、３０

団体が１００万円だから、３千万円が予算と

いうことか。

秋月事業推進課長 そのくらいを今想定させ

ていただいております。

堤委員 はい、了解。いいですよ。

油布委員長 ３千万円で足るんかえ。

堤委員 委員長が言いよるよ。もうちょっと

要求しちょきよ。

秋月事業推進課長 ありがとうございます。

麻生委員 先日のなら大会に行って、そこで

二日市副知事が大分大会のＰＲをする中で、

なら大会が障がい者と一緒にやった初めての

大会だったんだけれども、大分は、各市町村

全てに下ろした形で障がい者と一緒にやると

いうＰＲをされたんですよね。そういった意

味での取組状況の中で、このプログラムを見

ると、確かに入っているけど、別々じゃなく

何か本当の意味の同じエリアで一緒にという

ところまでいっているか。内容までチェック

していくと、もう一つ弱いのかなという気が

しているんですよね。障がいのある方もない

方も、同じイベントを楽しむ、そういう意味

での大茶会だと思うんだけど、ちょっとそこ

の部分が、再度練り直すと言うか、練り込ん

でいく必要があろうかと思うんだけど、そこ

の部分の課題認識はどうしていらっしゃるか

という点が一つと。もう一つは、今回の大分

の大会から、これは他と、今までとは違うぞ

というような、何かメッセージ性の高い事業

も必要になってこようかと思うんですね。そ

ういう意味では、何か生まれそうなのかなと

いう部分が、その辺りはどうでしょう。

秋月事業推進課長 先ほどのエリアごとでの

事業の構築のところですけれども、それぞれ

の各市町村の実行委員会の皆様方で今事業を

練り込んでいただいている状況にあります。

もちろん、地域の文化団体であったりとか、

正に自治会の皆様方であったりとか、障がい

者団体の皆様方、それぞれの皆さんがお集ま

りいただいて企画を練っていただいていると

ころでございます。そういった中で、様々な

御意見を頂きながら、各実行委員会で練って

おりますので、まだまだ事業の中身は更にレ

ベルアップしていくものだろうと私たちも期

待をしておりまして、もちろんその中に入っ

て、私どももアドバイザーと一緒になって事

業の更なる充実に応援していきたいと思って
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いるところでございます。

高橋企画・広報課長 これは違うぞという事

業でございますが、今いろいろブラッシュア

ップをしているところで、大分の特徴は二つ、

全体の話ですけれど、一つはカルチャーツー

リズムで、個々の事業プラス食観光、これを

組み合わせてツアーを作り、外からの人を呼

び込み、そこでお金を落としてもらう。これ

は多分、大分はそこまで徹底してやるという

のは大分の一つの大きな特徴だというふうに

思います。

それともう一つは、委員おっしゃった障が

い者ですね。多分、今まで障がい者アートと

いうのは光がなかなか当たっていなかった部

分で、非常に苦労している部分がございまし

て、これからブラッシュアップしていくんだ

と思いますけれども、それを正に全市町村で

できるような形で今、一生懸命話をしており

ます。そこもうまくいけば、その事業そのも

のもそうですし、おもてなしの部分がうまく

できるようになったら、大分はすごいぞとい

うふうな、いい意味の、ただ──ただと言う

か、今までの車いすマラソンでスポーツ頑張

っていると、それも一つなんですけど、今ま

でなかなか進まなかった障がい者アートとい

うようなところも、かなり売りになってくる

んじゃないかなと考えております。

麻生委員 是非、頑張ってほしいと思います。

障がい者アートであるとか、先日もちょっと

申し上げたアップサイクルアートとか、今ま

でにない発想の、そういったものを大分から

スタートさせるというような取組ができたら、

物すごく社会に波紋を投げ掛けて、大分から

始まったということになるんじゃないかなと。

やった意義があるというふうに思います。

それから、先ほどの、例えば由布市辺りが

事業が少ないんですよね。神楽とはさま未来

館での、障がい者も入ったという事業。何か

二つ分かれているんだけど、本当言うと、事

業そのものもちょっと数が少ないような。市

町村によって、あるいはゾーニングによって、

たくさんあるところとないところ、ないとこ

ろほど地域磨きのためにいろんなことを探し

ていくという取組が必要だろうし，同時に障

がい者も健常者も一緒になってやるという、

そこの部分の発想というのが、ちょっと欠け

ている。そういった差が市町村によって相当

ありそうなので、その辺はよく注視して、指

導しながら構築していっていただければなと

思います。

玉田委員 一つだけ。市と市をつなぐと言う

か、瀬戸内芸術祭みたいなのがあるじゃない

ですか、島を回って歩くみたいな。そういう、

例えば国東でやっているのをうまく２次交通

でつなぐとか、豊肥でやっていることを２次

交通でつなぐとか、そこのところは、やっぱ

り局長のところの担当でやっているんですか。

２次交通の問題はどういうふうになるんです

か。

高橋企画・広報課長 ２次交通と言うか、正

にカルチャーツーリズムで、今それぞれ五つ

のゾーンから──ゾーンの中には複数の市町

村があるんですけれど、今ゾーンごとに各市

の実行委員会が集まって事業を組んでいます。

そのつなぎ方は、おそらく行きたい所にいつ

でも何でも行けるよという形は多分現実的に

は無理なので、ツアーを考えています。例え

ばバスツアーとか、障がい者の方だったらタ

クシーを使いながら、ある程度一定のルート

みたいなのを作って、それぞれの文化事業等

をつなぐ。あるいは、ゾーンごとにまた、例

えば豊後高田、国東半島、豊後大野と流れる

ようなゾーンごとのつなぎも、同じようにバ

スツアーとかそういった形でつないでいくよ

うなイメージは持っています。正に、先ほど

やりましたけど、六郷満山の関係も、今その

２次交通のテストケースを今やっているみた

いなので、そういったものも活用しながらで

すね。ただ、これはなかなか問題は非常に根

が深くて、それがなかなかできないというの

が今に至っている原因なので、その辺はどの

くらいできるか分かりませんが、そういった

ツアーでうまく結び付けるような形のイメー

ジは持っております。
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玉田委員 そこの全体的なコントロールと言

うか、それをするんですか。それは、どこが

するんですか。

高橋企画・広報課長 とりあえず、この国民

文化祭については、もう今我々がやっていま

す。各市町村の実行委員会を呼んで、もう既

に２回以上、ゾーンごとに集まって検討会を

しています。ということで、どこがやるかっ

て、うちがやらなくちゃしようがないという

状況なので、本来はちゃんとしたセクション

があるのかもしれませんが、ここに至っては、

来年ですから、それに向けて今我々が一生懸

命やっているという状況です。

土谷国民文化祭・障害者芸術文化祭局長 ち

ょっと付け加えになりますけれども、実際、

現実問題としてどう動かすかということにな

るんですけれども、ワンストップで受けると

ころが皆さんやっぱり必要だろうと思います。

県の事務局はうちの方で持ちますけども、ト

ラベルセンターを置き、それからコールセン

ターを置こうと。そこのところで、例えば１

人で、そうは言いましてもツアー以外で来て、

行こうと思うんだけど、じゃ、どうすればい

いかという御相談を各市町村が受けるのもち

ょっと厳しいかな、大変かなと。実際やって

いるということもありますので、一元的にそ

ういう方が御相談できる窓口としてのコール

センターを作ろうと。トラベルセンター自体

は、プロの方が入ってもらってどう動かすか

という、タクシーの手配とかいろんなことが

ありますので、それをやるというのを別個に

立てようと思っております。そこでまとめて

やろうと思っていますが、それを構築する基

本の考え方としては、私ども、それから企画

の観光の担当、それから、今日午前中お話が

あったと思うんですが、ツーリズムおおいた、

それから、市町村の観光協会とも一緒にその

仕組みづくりをしていこうと思っていますの

で、できれば、これも後に続くような仕組み

ができればということで、今、取組をしてい

るところです。

玉田委員 はい、分かりました。ありがとう

ございました。

麻生委員 前回の国民文化祭では、例えば文

芸、川柳とか短歌とか俳句とかの団体はどこ

そこでこういう形でやったと。今回は、もう

事業としてやらないとか、そういった前回と

の比較の何か一覧表みたいなものはあるんで

すか。

土谷国民文化祭・障害者芸術文化祭局長 そ

れは作れば多分できると思うんですけど、国

民文化祭を誘致するときに、これまでの国民

文化祭というのは、国が決めたメニューがあ

りまして、それを全部やらなければいけない

ということで、実はどこの県も二の足を踏ん

でいます。というのは、実際にそれをやれる

団体がなくなっていたり、それを今やる時期

じゃないと思う団体がいるところでもそうい

うことをしなきゃいけないんだということが

あって、開催県の方で、それは何のメニュー

をやるかというのを選んでいいというのが国

民文化祭の最近の大きな変更点です。その中

で、私どもの方で県下全体の団体に呼び掛け

る。それから、それだけではやっぱり抜けが

あると悪いので、全国団体の方にも、大分県

で国民文化祭があるけどいかがですかという

声を掛けまして、そのマッチングの中で現在

成り立っているということになります。団体

によりましては、実は私どもも手伝える、私

たちも事務局をするからというお話があった

んですけれども、御辞退をされた団体もあり

ます。ただ、比較は今ございませんけれども、

比べるというのは可能でございます。

麻生委員 そこが非常に大事なところで、昨

日も政経懇話会で、大分の市長は余り新聞読

まんのやみたいな発言を講師の方からされた

りしたこともあったんですよね。だから、や

っぱり文化とか芸術とかこういった分野、多

様性の社会の中で、大分はこういった部分は

しっかりしているけど、この辺はやっぱり足

りないなという部分についてフォローしてい

く必要があるので、そこの部分の把握だけは

しっかりやっておく必要があると思いますね。

開催とは別に、そこのところのフィードバッ
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クというのが大事だろうと思いますので、そ

のことだけはお願いしておきます。

土谷国民文化祭・障害者芸術文化祭局長 は

い。

油布委員長 委員外議員の方は、質疑などは

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 ほかに御質疑もないようであり

ますので、諸般の報告を終わります。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 それでは、以上をもちまして、

国民文化祭・障害者芸術文化祭局関係の審査

を終わります。

執行部は、お疲れさまでした。

〔国民文化祭・障害者芸術文化祭局退室、

総務部入室〕

油布委員長 これより、総務部関係の審査に

入ります。

まず、付託案件の審査を行います。

第１０７号議案行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法

律に基づく個人番号の利用等に関する条例の

一部改正について、執行部の説明を求めます。

幸行政企画課長 第１０７号議案行政手続に

おける特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用等

に関する条例の一部改正について、御説明い

たします。議案書は１１ページですが、別途

配付しています総務企画委員会資料で説明さ

せていただきます。資料の１ページをお開き

ください。

初めに、１の改正理由についてです。国の

機関である個人情報保護委員会において、地

方公共団体等から情報を照会・提供するとい

った情報連携を行うために条例で定める事務、

いわゆる独自利用事務について、不妊治療に

要する費用の助成に関する事務に必要な項目

が追加されたことから、本県においても情報

連携できるよう条例に規定するものです。

次に２の改正内容についてです。条例に追

加規定することにより、中ほどの図にありま

すとおり、これまで県から助成を受けるため

に、医師が発行する医療実施証明書などに加

え、申請に必要な書類であった住民票や所得

証明書については、図の下側の②、③にあり

ますように、保健所と市町村間での情報連携

が可能となることから、申請者からの提出が

不要となり、県民負担の軽減が図られること

となります。

最後に、一番下の３の施行期日についてで

すが、公布の日としています。

油布委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。

堤委員 これまでの独自事務の中で、今度は

不妊治療なんだけども、平成２８年度で六百

数十事務か何か、独自事務で今入ってきてい

るという話をこの前の議案説明のときに聞い

たんだけど、具体的に独自事務の正確な数字

を教えてほしいのと、それと、今回は不妊治

療だけども、それ以外で二、三個主なものが

あれば、言うてくれれば助かるんだけど。

幸行政企画課長 先ほど議案の説明で六百何

件というのは、不妊治療の申請助成件数が、

県においては７００件弱あったということで

ありますので、本県で今やっている独自利用

事務は、これまで７件あります。例えば肝炎

治療、肝炎ウイルスの感染者に対する分です

ね。申請を行う場合についても、やはり課税

とか所得証明なり、こういったものについて

は既に情報連携ができている。今回は、それ

に加えて８番目ということで今回は不妊治療

関係についての追加ということございます。

堤委員 はい、分かりました。

油布委員長 委員外議員の方は、質疑などは

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 ほかに御質疑もないようですの

で、これより採決いたします。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することに御異議ありませんか。

〔「異議あり」と言う者あり〕
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堤委員 情報流出の問題とか、県とすれば、

そういうのをきちっと国もしているというふ

うに言っているんだけども、現実問題とすれ

ば、やっぱり人間がすることですから、そう

いう情報はいろんな形で出てくることが危惧

されますし、もともとマイナンバーというの

は、国の社会保障と税金の一体改革の中で数

字的に出てきたやつだから、将来的に非常に

危惧される制度ですから、これは私は異議が

あるし反対したいと思います。

油布委員長 御異議がありますので、挙手に

より採決いたします。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することに賛成の方は、挙手願います。

〔賛成者挙手〕

油布委員長 賛成多数であります。

よって、本案は原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。

次に、第１０８号議案職員の給与に関する

条例等の一部改正について、執行部の説明を

求めます。

藤原人事課長 第１０８号議案職員の給与に

関する条例等の一部改正につきまして、御説

明申し上げます。議案書は１２ページからで

すが、総務企画委員会資料で説明させていた

だきます。資料の２ページをお開き願います。

最初に項目１の職員の給与に関する条例の

一部改正についてであります。

給与改定については、人事委員会が毎年、

地方公務員法の趣旨を踏まえ、民間の給与と

県職員の給与の較差を比較し、その上で国や

他県の動向等も考慮しながら勧告をしてきた

わけですが、今年度は、給料月額、期末・勤

勉手当ともに県職員が民間を下回っている状

況があったということで、人事委員会から引

上げの勧告を受けましたので、その勧告を尊

重し、給与改定を行うものであります。

まず、（１）の給料表の改定についてであ

ります。人事委員会勧告に基づき、平均０．

１３％の改定を行うものであります。

次に、（２）の初任給調整手当についてで

あります。人事委員会勧告に基づき、医師等

の初任給調整手当の上限月額を引き上げるも

のであります。あわせて、獣医師の初任給調

整手当について、人材確保の観点から、平成

３０年度以降、支給期間を１５年から２０年

とするものです。

次に、（３）の勤勉手当についてでありま

す。人事委員会勧告に基づき、年間の支給割

合を０．１月分引き上げるものであります。

なお、平成２９年６月期については既に支給

されておりますことから、１２月期の支給割

合を０．１月分引き上げ、一般職員につきま

しては、現行０．８５月から０．９５月とし、

部次長級に相当する特定管理職員につきまし

ては、現行１．０５月から１．１５月とする

ものであります。

また、平成３０年度以降につきましては、

支給月数を６月期、１２月期ともに、一般職

員は０．９０月に、特定管理職員は１．１０

月に改正するものであります。

次に、項目２の任期付職員、次のページの

項目３の任期付研究員の給与改定についてで

あります。人事委員会勧告に基づき、項目２、

項目３とも（１）の給料表を平成２９年４月

１日から一部の号給で１千円引き上げ、

（２）の期末手当を平成２９年１２月１日か

ら年間の支給割合を０．０５月分引き上げる

ものであります。平成２９年１２月期の支給

割合につきまして、現行１．６２５月から１．

６７５月とし、平成３０年度以降の支給割合

につきまして、６月期、１２月期ともに１．

６５月とするものであります。

次に、項目４の特別職の常勤職員の給与等、

項目５の県議会議員の議員報酬等の改定につ

いてであります。特別職の常勤職員の給与等

及び県議会議員の議員報酬等については、国

の指定職及び県の一般職の改定状況を考慮し

まして、平成２９年１２月１日から、期末手

当の年間の支給割合を０．０５月分引き上げ

るものであります。平成２９年１２月期の支

給割合につきまして、現行１．７０月から１．

７５月とし、平成３０年度以降の支給割合に

つきまして、６月期は１．５７５月に、１２
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月期は１．７２５月とするものであります。

次に、項目６の特別職の秘書の給与改定に

ついてであります。現在のところ該当者はご

ざいませんが、これも一般職員に準じて、平

成２９年４月１日から、給料表を引き上げる

ものであります。

次に説明資料の４ページをお開き願います。

項目７の学校職員の特殊勤務手当支給条例の

一部改正についてであります。人事委員会の

報告等を踏まえ、修学旅行等引率指導業務手

当、対外運動競技等引率指導業務手当及び部

活動手当を改正するものであります。

次に、項目８の職員の給与に関する条例等

の一部を改正する条例の一部改正についてで

あります。人事委員会の勧告を踏まえ、平成

２９年４月１日から実施されている扶養手当

の経過措置について、平成２９年４月１日か

ら平成３０年３月３１日までの間の子に係る

扶養手当額を５００円引き上げるものであり

ます。以上のほか、資料５ページには、施行

期日や適用日に係る附則を記載しております。

施行期日については、獣医師に対する初任給

調整手当等の改定を除いて、平成３０年３月

３１日までの間において、規則で定める日か

ら施行することとしており、国の給与法改正

案成立を受けて施行日を規則で定め、条例を

施行したいというものであります。適用日に

ついては、給料表等の改定は平成２９年４月

１日から適用することとし、平成２９年１２

月に支給されている勤勉手当の支給率等の改

定は平成２９年１２月１日から適用したいと

いうものであります。

油布委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。

堤委員 学校の先生の部活動手当、これは、

祭日、休日のときの手当という説明を聞いた

ような覚えがあるんだけども、通常、学校の

授業が終わった後、部活動の指導をしたりす

るじゃないですか。そういうのは、これには

入らないんでしょうか。この部活動手当を少

し。あ、教育委員会やな。まあ、いいわ。

藤原人事課長 済みません、詳しい業務の中

身までは。申し訳ございません。

油布委員長 委員外議員の方は、質疑などは

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 ほかに御質疑もないようですの

で、これより採決いたします。

なお、本案については、文教警察委員会に

も関係がありますので、合い議をいたしまし

た結果、原案のとおり可決すべきとの回答が

ありましたことを申し添えます。

それでは、本案は、原案のとおり可決すべ

きものと決することに御異議ありませんか。

〔「異議あり」と言う者あり〕

堤委員 議員とか特別職は、県民の感情から

言うと上げるべきじゃないという立場ですか

ら、反対いたします。

油布委員長 御異議がありますので、挙手に

より採決いたします。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することに賛成の方は挙手願います。

〔賛成者挙手〕

油布委員長 賛成多数であります。よって、

本案は原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。

次に、第１０９号議案当せん金付証票の発

売について、執行部の説明を求めます。

佐藤財政課長 議案書の４５ページをお開き

願います。第１０９号議案当せん金付証票―

いわゆる、宝くじについてでございます。こ

の発売についてであります。宝くじについて

は、当せん金付証票法により、都道府県並び

に指定都市が公共事業等の費用に充てるため

の財政資金を調達する場合において、その発

売が認められています。地方公共団体ごとの

売上額の約４割がその団体の収入となり、本

県の宝くじ収入は平成２８年度で約３３億円

となっています。

今回の議案は、その宝くじを、平成３０年

度に本県が他の地方公共団体と共同して発売

するに当たり、当せん金付証票法の規定に基

づいて、総務大臣に対して行う発売許可の申

請に必要となる宝くじの発売総額（限度額）
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について、議会の議決をお願いするものであ

ります。３０年度の発売総額は、直近の販売

実績等を勘案して見積もり、２９年度より１

０億円少ない１０９億円以内としたところで

す。

油布委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 委員外議員の方は、質疑などは

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 ほかに御質疑もないようですの

で、これより採決いたします。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

油布委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。

次に、第１２７号議案平成２９年度大分県

一般会計補正予算（第８号）及び第１２８号

議案損害賠償請求に関する和解をすることに

ついては、関連がありますので、一括して説

明を求めます。

藤原人事課長 第１２７号議案平成２９年度

大分県一般会計補正予算（第８号）及び第１

２８号議案損害賠償請求に関する和解をする

ことについてについて御説明いたします。

お手元の総務企画委員会説明資料の６ペー

ジをお開き願います。議案書は１ページから

３ページが１２７号、４ページが１２８号と

なっております。また、補正予算説明書は７

ページとなりますので併せて御覧ください。

本議案は、平成２７年度に企画振興部の職

員が公務に起因して死亡したことに係る損害

賠償請求の和解に関するものでございます。

１事案の概要ですが、亡くなられた職員は、

企画振興部の職員で、平成２７年１２月９日

の朝、自宅で就寝中に急変され、医療機関に

運ばれましたが、致死性不整脈により亡くな

られたものです。

その後、平成２８年１月２８日に御遺族か

ら長時間勤務を死亡原因として公務災害の認

定請求があり、平成２９年３月１日付けで認

定されました。その後、３月３０日に、御遺

族から県に対し損害賠償請求がなされました。

これまで双方の代理人を通じて話合いを重ね

てまいりましたが、１１月３０日に和解内容

の合意に至ったものでございます。

２和解の相手方につきましては、死亡した

職員の御家族となっています。

和解の内容は、３和解条項（案）の概要に

記載のとおりで、①県は、遺族に対し、和解

金として６，９５５万９千円を支払うこと、

②県は、亡職員の勤務時間及び業務管理につ

いての配慮の懈怠を認め、謝罪すること、③

県は、亡職員の県行政への尽力に感謝し、深

く追悼の意を表すること、④県は、今後、職

員の勤務時間及び業務管理に十分配慮し、再

発防止に尽力することというものであります。

なお、和解金の内容につきましては、表に

記載のとおりですが、双方の代理人を通じた

話合いの結果、逸失利益等及び慰謝料を合わ

せた損害額は、①のとおり総額９，１９８万

円です。

ただし、和解金の算定に当たっては、損害

賠償と公務災害補償で給付の趣旨が重複する

部分については、地方公務員災害補償法によ

り調整することとされております。表の右枠

の中ほど＊印で記載しておりますとおり、遺

族補償年金につきましては、現状、年額４０

０万円程度が御遺族に支給されておりますが、

支給額は受給資格者数に応じて算定されてお

り、段階的に変動することとなっております。

この年金のうちの一部が損害賠償と調整され

ることとなります。まず、逸失利益等につき

ましては、判例等を踏まえ、その右にありま

す②の公務災害補償の葬祭費及び生涯にわた

り支給される遺族補償年金のうちの前払一時

金相当額に当たる２，２４２万１千円を控除

した４，１５５万９千円となります。次に、

慰謝料につきましては、公務災害補償の支給

対象外となっておりますので、２，８００万

円となり、和解金は、合計欄の６，９５５万
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９千円となります。なお、別途、公務災害補

償から、弔慰・見舞金相当の特別支給金等２，

１６０万円が支払われております。

この和解金につきましては、第１２７号議

案で増額補正をお願いしております。また、

破線で囲んでいるところですが、再発防止に

向けた取組といたしまして、長時間勤務の縮

減・適正な管理及び職員の健康管理対策の徹

底の両面から対策を充実させ、再発防止に取

り組んでまいりたいと考えております。

１点目の長時間勤務の縮減・適正な管理と

いたしましては、時間外勤務を行うに当たっ

ての事前命令・事後確認を徹底いたします。

また、長時間勤務の縮減に向けて、管理職員、

担当職員それぞれが具体的にどのように行動

すべきかを示した指針を新たに策定すること

としております。

さらに、時間外勤務の命令時間と実際に退

庁した時間に乖離がある場合に、理由を確認

し、適正な管理を行うため、平成３０年度中

に、職員の勤務時間を客観的に把握するシス

テムを導入したいと考えております。

２点目の職員の健康管理対策の徹底につき

ましては、月４５時間以上の長時間勤務職員

に対しまして、産業医による面接指導を徹底

するとともに、保健師による定期健康診断後

の事後指導の対象に加える等、専門職による

関与を充実させております。また、特に心疾

患への対策として、平成２８年１月から、心

電図有所見者で要経過観察の者への事後フォ

ロー体制を強化し、勤務の状況や自覚症状に

応じて、医療機関への受診勧奨等を行う仕組

みとしました。さらに、同年４月からは循環

器専門医を産業医として選任する等、職員の

健康管理体制の一層の充実に努めているとこ

ろです。

油布委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。

堤委員 この問題は、若干質疑でも質問をし

ましたけども、延べ７００名近くにわたる職

員さんの残業代が明らかになったと。ここで

ちょっと気になったのは、結局この方の場合

にはパソコンの最終履歴と命令が違っていた

と。今回の延べ７００人の方々は、話を聞く

と、パソコンまでの履歴まではいっていなく

て、上司からの聞き取りをして報告を受けて

延べ７００人という話を聞いたんだけども、

そのパソコン履歴というのは、これはさかの

ぼって調査というのはできないのかどうかと

いうのが１点と。もう一つは、よく聞くのは、

持ち帰って残業と言うかな、持ち帰り残業と

言うんかな、俗に言う。そういうものという

のは、把握をされるのか。また、そういう場

合はどういうふうになるのかというのと併せ

て、先ほどのパソコン管理でシステム化をさ

れるという話があったんだけども、客観的に

どういう形でそれが表に出てくるのかという、

そこら辺の仕組みを少しだけ教えてください。

藤原人事課長 県職員の時間外勤務は、事前

命令事後確認制度と言いまして、超勤をする

場合は、当日、上司に事前に時間と仕事内容

を申し出まして、次の日に、その時間を上司

が確認をすると、いわゆる事前命令、事後確

認制度というものを取っております。新聞に

出ました７００名の職員の長時間分につきま

しては、当然全て事前命令、事後確認に基づ

く命令時間に基づいた長時間勤務の職員であ

ります。その分については、当然のことなが

ら、給料手当の部分として支払いをしており

ます。

超勤の部分に関しては、当然、職場で行う

分について命令を行うということですから、

勤務場所での職務というのが当然、内容とな

りますので、持ち帰る分については対象とは

なりません。

この分に関して、事前命令、事後確認とい

う命令時間に基づいて行った数でありますの

で、これ以上さかのぼりで実態調査をすると

いうことは今のところ考えておりません。

今回、客観的に把握するシステムとして、

先ほど事前命令、事後確認という仕組みを御

説明いたしましたが、翌日に時間を確認する

ときに、今回のような場合に、どうしてもや

っぱり忙しくなると、実態として残っている
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時間が長くなるといった場合が想定をされま

す。その際、翌日にパソコンを切った時間が、

その画面上で、命令時間と本人が残った退庁

時間、それが画面に一覧として出るような、

そういうシステムを構築したいというふうに

考えております。そうすることによって、上

司が業務量の把握を正確に行い、場合によっ

ては事務の平準化を行う必要があると思いま

すし、業務の効率化を何らかの形で対策を講

じるという必要があると、そういう措置が必

要になってくると思っております。

堤委員 結局、今回のは公務災害でしたから

多分そこまで調べたと思うんだけども、結局

その一歩手前の方々だよね、７００人という

方々は。短期集中で多分していると思うんで

すよ、イベントとか災害とかそういうのがや

っぱり多いですからね。だから、そういう点

では、残業自体をパソコンによってシステム

化するということは非常にいいことだと思う

んだけども、長時間勤務がなくなるような体

制というのも、一方でやっぱり持っていかな

いといけないと思うんですね。部署によって、

いろいろ集中しちゃうという問題もやっぱり

ありますから、そういう点は是非また改革も

していただきたいし、実態調査はしないと言

いましたけども、実際には、調べようと思っ

たらパソコンの履歴──ごめんなさい、詳し

くないから分かんないけど、今現在でも、パ

ソコンの履歴で７００人の方というのは基本

的には分かるわけ。切った時間がいつかとい

うのは。

藤原人事課長 今の時間は、翌日には分かり

ません。それが、リアルタイムで分かるよう

にシステムとして構築しなければなりません

ので、現在はすぐには分かりません。

堤委員 じゃ、今度の方は、どういう形でそ

れを知ったわけですか、パソコンで。

藤原人事課長 翌日はすぐにリアルタイムで

は分からないんですけど、調べる方法はあり

ますので、ちょっと時間は掛かりますけど、

調査期間を設けて調査をすれば、ログの時間、

終了した時間は分かるようにはなります。た

だ、翌日にはすぐには出ません。

尾野総務部長 補足します。まず、時間外勤

務の時間は、法令的に言いますと、県の服務

規程の中に、事前命令して事後確認した時間

というのが超過勤務時間ということで定義を

されております。ですので、あくまで公文書

上、正規に時間外勤務というのは命令をした

時間ということであります。

ログで確認したのは、公務災害のこの請求

に際して、長時間勤務を理由にした死亡であ

るという御遺族からの請求があったため慎重

を期すために、ログによる確認を行ったとい

うことであります。あくまで、正規の時間外

勤務の時間というのは、事前命令、事後確認

をした時間ということであります。

堤委員 最後に要望でいいです。是非、先ほ

ど言いましたけども、今一番の国民文化祭と

か、来年に向けてラグビーワールドカップと

か、今度はそういうところの職員の雇い方も

若干変わるようなところもあるみたいだけど

も、そういう過度に仕事が集中しないように、

人事課としても、是非そこら辺は十分、きち

っと見ていただきたいと思っていますので、

よろしく。

尾野総務部長 おっしゃるとおりで、集中す

る機関等につきましては、人員の配置という

点で十分な配慮をしたいと思います。現実に、

国民文化祭等では任期付き職員の採用という

ようなことで対応をしておりますし、災害に

ついても、柔軟な人員配置ということに努め

ていきたいと考えております。

油布委員長 委員外議員の方は、質疑などは

ありませんか。

藤田委員外議員 逸失利益、慰謝料、先ほど

判例等という話があったんですけども、算定

基準なり算定方法なりを教えていただきたい。

藤原人事課長 逸失利益の内容ですが、将来

にわたる所得の補 という意味合いがござい

ますので、本人の年収に基づいて、就労期間

がどれぐらいあるかというふうな算定方法が

あります。それに基づいて算定を行ったとい

うことであります。
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慰謝料につきましては、県の顧問弁護士と

相談しながら、判例に基づいたもので相手方

と話合いをさせていただいたという状況でご

ざいます。

油布委員長 ほかに御質疑もないようですの

で、まず、第１２７号議案について採決いた

します。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

油布委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。

次に、第１２８号議案について、採決いた

します。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

油布委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。

次に、第５号報告平成２９年度大分県一般

会計補正予算（第６号）について、執行部の

説明を求めます。

佐藤財政課長 第５号報告平成２９年度大分

県一般会計補正予算（第６号）について、説

明させていただきます。議案書の８４ページ

をお開き願います。

この補正予算は、１０月１０日公示、１０

月２２日に投開票が行われました衆議院議員

総選挙及び最高裁判所裁判官の国民審査につ

いて、取り急ぎ事前準備に着手する必要があ

りましたので、８５ページの第１条のとおり、

７億４，３６０万６千円を衆議院解散日の９

月２８日付けで専決処分したものです。

内容につきましては、お手元の資料、平成

２９年度補正予算に関する説明書（補正第６

号専決）をお願いします。

まず、説明書の２ページの歳入についてで

す。左から３列目、補正予算額の上から２段

目にありますように、財源は全額国庫支出金

となっています。

次に、歳出については、７ページをお開き

ください。第２款総務費第５項選挙費の第２

目選挙啓発費としまして、左から３列目の補

正予算額４４５万２千円ですが、これは、有

権者に対する総選挙の街頭啓発等に要する経

費です。

次に、８ページをお開きください。第３目

衆議院議員総選挙費補正予算額７億３，２５

２万７千円ですが、これは、市町村が実施す

るポスター掲示場や投票所の設置・開票業務

や、県で執行する投票用紙の印刷・新聞広告

や政見放送などに要する経費です。

続いて、９ページを御覧ください。

第４目裁判官国民審査費補正予算額６６２

万７千円ですが、これは、衆議院議員総選挙

と併せて実施される最高裁判所裁判官の国民

審査に要する経費です。

油布委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 委員外議員の方は、質疑などは

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 ほかに御質疑もないようですの

で、これより採決いたします。

本報告は、承認すべきものと決することに、

御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

油布委員長 御異議がないので、本報告は承

認すべきものと決定いたしました。

以上で付託案件の審査を終わります。

次に議長から回付されております陳情１３

「共同所有貨幣制度」を検討課題とするよう

求める意見書の提出について、執行部の意見

を求めます。

幸行政企画課長 本陳情は、「共同所有貨幣

制度」を検討課題とするよう国に意見書を提

出していただきたいというものです。

内容といたしましては、貨幣を私的に所有

するのではなく国家と国民で共同的に所有す

る共同所有貨幣制度によって、国家と地方公

共団体の財政支出政策の円滑な推進ができる
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ようになるというものです。

これについて意見は特にございません。

油布委員長 この陳情について、御意見等は

ございますか。

堤委員 これは、こういう理論というのがあ

るんですか、経済論と言うか。

幸行政企画課長 ここに書いていますように、

本陳情書の提出者が、いわゆる統一原理、こ

れ基づいて構築したものと認識しております。

油布委員長 いいですか、そういうことです。

堤委員 はい。

油布委員長 ほかにないようですので、以上

で、陳情について終わります。

この際、ほかに何かありませんか。

玉田委員 一般質問で県税事務所の統廃合の

件で、対象になっているところについて非常

に配慮をしていただいた答弁だったなという

感想を持っています。あわせて、対象になっ

ている市に対しても、いろいろ慎重に対応し

ていただいているということも話も聞いてい

ますが、答弁のやり取りの中で、二つ確認し

たいことがあるので今から申し上げますが、

一つは、守永議員が聞いた高田県税事務所で

の窓口配置について、それは窓口が結局配置

されたのかされなかったのかというところが

答弁の中で出てこなかったので、それについ

て一つ。こっちが勝手に思ったのは、多分配

置されていなくて、それは事前に何らかの調

整が働いて、もう必要なかったということな

のかなということを思ったものですから、そ

の確認が一つ。

それと、部長答弁で、実施の時期について

これから慎重に判断していくという答弁でし

たけれども、大体の時期が示されるのであれ

ば、どの辺を考えているという程度でも結構

ですから、その辺を教えていただきたいと思

います。

尾野総務部長 まず、前回の県税事務所の再

編と言いますか、高田県税事務所を廃止して

中津の県税事務所に統合したわけなんですけ

れども、この際に、高田、宇佐、中津、ちょ

っと距離が出てくるのでということで、窓口

の設置をというお話があったというところま

で承知しています。でもそれは、そういうこ

とで実は検討というよりもその時点で話とし

てはなくなって、もう窓口設置の検討という

ことは実際は行っておりません。ただ、答弁

でも申し上げましたけれども、どうしても軽

減措置、免税措置では来所していただかなく

てはならない、身障手帳を持ってきていただ

くとか証明するものが必要なものですから、

１回は来所いただくということなんですけど

も、何度も来てもらうことのないように、ほ

ぼ職員がその場で解決できるように１回で済

ませるようにするという、そういう努力をし

ているということであります。

今回は、佐伯と豊後大野の再編ということ

で、今言いました免税、軽減の申請でありま

すとか身障の自動車税の減免でありますとか、

そういう部分で不便なことにならないように、

窓口を設置できないかなということを検討し

ているということであります。

それと、再編の時期なんですけれども、や

っぱり一番は、地元市を含む御理解をいただ

くということが大事なので、時間を掛けてい

かなくてはいけないと思っているという意味

であります。

それと、もう一つの理由としましても、条

例を改正する必要が出てまいります。そして

また、市民への周知という期間も要るという

こと。あと、これは事務的な問題ですけれど

も、システムの改修といったことにもちょっ

と時間が掛かるということで、いつというこ

とは申し上げられないんですが、いずれにし

ても、年度の切り替わり時期でしかできない。

なかなか難しいということで、この辺で御理

解を頂ければというふうに思います。

玉田委員 分かりました。

油布委員長 ほかにないようですので、以上

をもちまして、総務部関係の審査を終わりま

す。

執行部は、お疲れさまでした。

〔総務部退室、企画振興部入室〕
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油布委員長 これより企画振興部関係の審査

に入ります。

まず、第１１０号議案公立大学法人大分県

立芸術文化短期大学の中期目標について、執

行部の説明を求めます。

磯田政策企画課長 第１１０号議案公立大学

法人大分県立芸術文化短期大学の中期目標に

ついて、御説明申し上げます。議案書では４

６ページから記載されておりますが、お手元

の常任委員会資料により、説明させていただ

きます。資料の１ページをお開きください。

第３回定例会の９月２１日の常任委員会で御

説明させていただきましたとおり、公立大学

法人大分県立芸術文化短期大学の設置者であ

る県は、地方独立行政法人法に基づき、法人

に対して、達成すべき業務運営に関する中期

目標を定め、指示することになっています。

現在の第２期の中期目標が来年３月に終了す

ることから、新たに平成３０年度から３５年

度までの６年間について第３期中期目標を定

めることになります。本日御説明します中期

目標案は、パブリックコメントの意見、大分

県地方独立行政法人評価委員会での審議を経

て、案を策定したものです。

資料の左上の欄を御覧ください。第２期の

実績は、評価委員会の評価では、毎事業年度

全体として、年度計画を順調に実施している

との評価を頂いております。

主な評価は、特に志願者数と就職率を向上

させたこと、社会貢献活動の実践学習である

サービスラーニングの充実を図ったことなど

で、高い評価を得ております。

次に、パブリックコメントや評価委員会の

意見も御覧ください。まずパブリックコメン

トでは面白い人材を輩出することへの期待、

小学校での演奏会など、芸術や文化を地域に

広げることの役割について、御意見を頂きま

した。評価委員会においては、創造県おおい

たの人材育成のために大きな役割を果たすこ

と、県内企業の付加価値づくりに向けて、学

生のアイデアやデザインを活用するようにな

どの御意見を頂きました。

実績、意見を踏まえて右側の第３期中期目

標案を作成したところです。

第３期中期目標（案）のコンセプトでは、

今後の課題として挙げました、県立美術館Ｏ

ＰＡＭの開館、県内各地でのアートプロジェ

クトの広がりといった新たな動きを踏まえる

ものとしております。このコンセプトは、大

きく三つ、芸術系と人文系の学科の併設を生

かした職業人の育成、県立美術館やリニュー

アルキャンパスを活用して、クリエイティブ

産業と連携した教育機能の充実強化、地方創

生に資する地域貢献です。このコンセプトを

基にした第３期中期目標の案のポイントは、

下段の欄にありますとおり、１地方創生を支

える職業人の育成、２教育・研究機能の充実

強化、３積極的な地域貢献の展開、４業務運

営の改善・効率化、５施設の整備・活用です。

特に、一番目の職業人の育成については、地

域づくりや産業の発展に、芸術的な感覚や知

識等も生かして寄与する職業人の育成を図る

ことを真っ先に書いている。

二番目の教育・研究機能の充実強化では、

アートマネジメントプログラムの展開等の地

域課題にも応じたカリキュラムの検討、ある

いは芸術緑丘高校との連携強化、産業の発展

にも資する研究活動の推進などを目標として

示しています。

５の施設の整備・活用のところにあります

ように、キャンパス整備に関して、平成３０

年度中に図書館や音楽ホールなど主要な施設

を完成させ、平成３２年度には全ての整備を

完了させる予定ですので、これら新しい施設

の整備・活用も示しております。以上が主な

ポイントですが、中期目標の案文につきまし

ては、議案書のとおりです。

なお、県による中期目標の策定を踏まえ、

公立大学法人は、年度内に中期計画というも

のを策定する手順になっております。

油布委員長 以上で説明は、終わりました。

これより質疑に入ります。

麻生委員 この中期目標のポイントに、地方
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創生を支える職業人の育成という中で、例え

ば、今でも竹田キャンパスってありますよね。

先ほども、総務部の中で県税事務所の廃止等

々によるサテライトオフィスの誘致だとかい

ろんな話がある中で、サテライトキャンパス

という問題も出てこようかと思うんですが、

そういう意味での、中長期目標の中での、も

う既にある竹田キャンパスと同じようなサテ

ライトキャンパス的な発想の目標とか計画と

かを今後織り込むというような部分というの

は、何かございますか。

磯田政策企画課長 現在の目標、それから今

後の計画につきまして、いろいろなハードに

つきまして、すぐにこれを使いなさいという

のは入ってございませんけれども、各地域で

の地域貢献をしっかり行うことという条項が

入っております。この中で、現在はこういう

芸術活動というのは、大分、別府だけではな

くて、国東であるとか、それから、もちろん

竹田を含みまして佐伯などでもだんだん盛ん

になりつつあります。こういったところに芸

術文化短期大学の教員と学生が両方出掛けて

いって、いろんなイベントを今仕掛けており

ますので、そのような中から、具体的な活用

例が今後出てくるのではないかと思っており

ます。

麻生委員 是非、大学のサテライトキャンパ

ス的な視点を、県立ですから、学校法人と言

いつつも、県立芸短大に是非期待を申し上げ

たいと思いますので、頑張ってほしいと思い

ます。

油布委員長 委員外議員の方は、質疑などは

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 ほかに御質疑もないようですの

で、これより採決いたします。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

油布委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。

次に、第１１１号議案公立大学法人大分県

立芸術文化短期大学の定款の変更について、

執行部の説明を求めます。

磯田政策企画課長 第１１１号議案公立大学

法人大分県立芸術文化短期大学の定款の変更

について御説明申し上げます。議案書では５

１ページから記載されておりますが、お手元

の資料により、説明させていただきます。資

料の２ページを御覧ください。地方独立行政

法人の業務の執行方法などを定める定款につ

いては、法律に従いまして、設立者である地

方公共団体が定めるものとなっております。

１変更の趣旨を御覧ください。

平成２９年６月に地方自治法等の一部を改

正する法律により地方独立行政法人法が改正

されました。この改正によりまして、公立大

学法人大分県立芸術文化短期大学の定款を変

更するものです。今回の法律の改正により、

大学の監事――いろんな事務であるとか、経

理的なものを見る監事の機能強化に関して、

定款の変更が必要となります。

２定款の変更を御覧ください。変更のポイ

ントは二つです。

一つ目は、監事の職務、権限等の追加とな

ります。監事による監査報告書の作成、役員

や職員に対する調査権限等を追加し明記した

というものです。

二つ目は監事の任期の変更です。

これまで監事の任期は、国立大学等を参考

にいたしまして、２年ということにしており

ましたが、今回、平成２６年に既に先に、国

立大学法人法が改正をされまして、それに合

わせて地方独立行政法人法の改正が６月に行

われたという経緯でございますので、監事の

任期を４年以内とする。現在の２年から４年

にするというような内容になります。

さらに最終年は、今現在は３月末、年度の

切り替わりになっておりますけれども、最終

年につきましては、県による財務諸表の承認

の日までというふうに変更されております。

これは、監事である以上、財務諸表が県の方

で承認されるところまで責任を持ちなさいよ
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ということで、任期の時期を変更したという

ものでございます。大分県の場合には、おお

むね承認の時期は８月でございますので、今

後、任期は９月以降ということに、この改正

以後は変わっていくことになります。

これらの法改正の背景につきましては、監

事の独立性や職務執行の安定性を評価するこ

とと、財務諸表に関する県への報告が、今の

承認の前に６月に県に報告がございます。そ

の後、８月に承認をするわけですけれども、

そこの時点まで業務の継続性の必要があると

いうことで時期を変更したということでござ

います。

これは、企業であるとか社会福祉法人など

の監事と同様の対応というふうに、ようやく

通常の会社と同じような監査の体制になりま

すということになります。そのため、定款の

方も、法改正に従った内容に改正するという

内容でございます。

なお、定款の変更の施行につきましては、

議会の議決の後に、総務大臣の定款変更の認

可を受けて、平成３０年４月１日を予定して

おります。

油布委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 委員外議員の方は、質疑などは

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 ほかに御質疑もないようですの

で、これより採決いたします。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

油布委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。

次に、第１１２号議案公の施設の指定管理

者の指定について、執行部の説明を求めます。

高屋芸術文化スポーツ振興課長 第１１２号

議案公の施設の指定管理者の指定についてで

す。

議案書は５４ページとなりますが、お手元

の資料により、説明させていただきます。資

料の３ページをお開きください。まず、指定

管理施設ですが、大分県立総合文化センター

及び大分県立美術館です。選定方法は任意と

し、指定期間は５年としております。

次に指定団体ですが、公益財団法人大分県

芸術文化スポーツ振興財団としております。

次に基準価格ですが、２４億７０２万７千

円としております。

次に提案価格ですが、総額２４億７０２万

７千円、年度ごとの差違はありますが、これ

は８％、１０％の消費税の違いでございまし

て、毎年度同額です。

次に財団と県との差額はありません。０円

です。

次に選定理由ですが、大分県芸術文化ゾー

ン創造委員会答申及び平成３０年に開催され

る国民文化祭、障害者芸術・文化祭は両施設

が主会場となることも踏まえ、県と十分な連

携が取れる財団を選定しております。

また、財団は県内における芸術文化を通じ

たネットワークづくりと多様な芸術文化の融

合、情報発信に取り組んでおり、これまでの

指定管理で十分な実績も上げてございます。

加えて、サービス改善提案枠採択額ですが、

これが５年間で５４７万円としており、サー

ビス改善というのは、大分市、別府市以外の

遠隔地に住む小学生等を招待できるようにす

るという提案です。その額を含めますと提案

価格総額は、２４億１，２４９万７千円とな

っております。

なお、大分県立美術館の今年度来館者数は、

１２月６日現在、既に約５２万８５１人と、

年間目標値５０万人を上回っております。

また、夏に開催したジブリの大博覧会も、

目標８万人に対し２０万人と大きく上回り、

昭和４２年の松方コレクションの記録１５万

人を大きく抜きました。

油布委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。

麻生委員 大分県には中小企業活性化条例と
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いうのがございまして、今回の指定管理者は

公益財団法人でありますけれども、この公益

財団法人が、県内企業と、中小企業かどうか

は別にして、中小企業の官公庁調達を上げる

という意味において、この公益財団法人が更

に発注をされる中小企業への発注の目標額、

率がございますので、この指定管理者が発注

の際には、同じように中小企業活性化条例に

基づいて、目標額とか目標率の設定に応じた

形で地場をしっかり育成していただくように、

指導を是非お願いしておきたいと思います。

油布委員長 委員外議員の方は、質疑などは

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 ほかに御質疑もないようですの

で、これより採決いたします。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

油布委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。

次に、執行部から報告の申出がありますの

で、これを許します。

中村ラグビーワールドカップ２０１９推進室

長 ラグビーワールドカップ２０１９の試合

日程発表について、報告いたします。

資料の４ページを御覧ください。

１１月２日（木）に試合日程が発表され、

本県では、世界ランキング１位のニュージー

ランドのオールブラックス、同３位のオース

トラリア、同７位のウェールズの試合に加え

て、東京、横浜と並ぶ決勝トーナメント・準

々決勝２試合の５試合が開催されることにな

りました。

また、九州３県では合計１０試合が開催さ

れ、特に、フランスやウェールズは、九州で

複数回試合を行うことから、観戦客も周遊す

ることが期待されます。

次に資料の５ページをお開きください。

チケットの先行抽選販売も、来年１月から

順次始まります。予選プールのチケットがセ

ットになったスタジアムパックの先行販売は、

来年１月２７日から、大分在住の方を対象に

地元開催試合のチケット販売する開催都市住

民先行販売は３月１９日から、公式サポータ

ーズクラブ会員先行販売は５月１９日から、

それぞれ受付を開始します。

チケットの先行販売は公式チケットサイト

を通じて行われ、購入にはチケットＩＤの取

得が必要になりますので、事前にチケットＩ

Ｄの登録を勧奨してまいります。

１１月８日から１２日には、企画振興部長

を筆頭に、ロンドンにて、チケット付き旅行

商品を取り扱うオフィシャル・トラベル・エ

ージェンシー向けのワークショップで、各国

の旅行事業者に大分の観光ＰＲをしたほか、

現地関係機関を訪問しております。今後、本

県開催試合の日時が決まったことを受けて、

会場整備、観光・おもてなし、広報イベント、

交通輸送、危機管理・救急医療の各分野の準

備を加速してまいります。

油布委員長 ただ今の報告について、質疑な

どはありませんか。

玉田委員 開催都市先行って、都市というの

は、大分市限定なんですか、大分県なんです

か。

中村ラグビーワールドカップ２０１９推進室

長 大分県でございます。

麻生委員 チケット販売に関しての登録が始

まっていますよね。それについて、その登録

の仕方、特に今回は、チケットが高いもので

すから、しっかりと周知徹底をしていく必要

があるんですよね。私も仮登録までいってい

るんですけど、まだ正式登録までなかなか行

き着かんので、どうしたらいいんかなという

ような方はたくさんいらっしゃるんじゃない

かなと思いますので、それについての対応を

お知らせくださいというのが１点と、当然、

今回の組織委員会になるのが、ワールドラグ

ビーの公式スポンサー２０社があろうかと思

うんですね。このＳＴＨ社というのは、イギ

リスのエージェンシーなのかちょっと存じま

せんけども、エージェンシーも何社かに限ら
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れていますよね。日本の場合はどこだとかい

うのもあろうかと思うので、この２０社につ

いて説明して、後ほど資料でも頂ければ幸い

です。

中村ラグビーワールドカップ２０１９推進室

長 承知しました。

木付副委員長 続いて報告をお願いします。

阿部観光･地域振興課長 引き続きまして、

ラグビーワールドカップに向けた受入態勢の

整備について御説明します。

資料の７ページをお開きください。先ほど

の説明のとおり、大分で開催される試合は好

ゲームも多く、欧米豪から数多くの外国人が

訪れるものと期待しています。

昨年７月に運用を開始したおんせん県おお

いた多言語コールセンターは、１１月末まで

に県内３７９施設が登録し、４月から１，２

６８件の利用がありました。このコールセン

ターの利用促進説明会を、６月に県内６か所

で開催しています。あわせて、民間の外国人

向けガイドサービスやＱＲコードを利用した

メニューの多言語化などの多言語サービスの

活用についても紹介しました。また、外国人

観光客へのおもてなし力を強化するために、

おもてなし研究会を開催しています。１１月

から１２月にかけて、県内６か所で、湯平温

泉の旅館山城屋代表二宮謙児さんに「山奥の

小さな旅館が連日外国人客で満室になる理

由」というタイトルで御講演いただき外国人

観光客受入れのための工夫や事例を紹介いた

だきます。二宮さんの講演に加えて、オンラ

イン宿泊予約サイトの説明なども行っていま

す。欧米豪からの外国人観光客が宿泊できる

ホテル・旅館等を拡大するため、本県はもと

より、福岡・熊本も含んだラグビーの試合日

程に加え、来県が予想される外国人観光客の

規模や滞在日数、嗜好や注意点などについて

丁寧に説明しています。今後とも継続して受

入態勢の整備に力を入れてまいります。

引き続き、大分県版図柄入りナンバープレ

ートの導入について御説明いたします。

資料の８ページを御覧ください。

１地方版図柄入りナンバープレート制度に

ついてですが、平成２７年６月、自動車ユー

ザーの希望に応じて、図柄入りナンバープレ

ートに交換できる制度を盛り込んだ法律の成

立を受けて、全国各地のナンバー毎に図柄入

りナンバープレートを交付することが可能と

なりました。

地方版図柄入りナンバープレートは、地域

の魅力を全国発信し、地域振興・観光振興に

資するためのものであることから、国はその

導入対象地域及び図柄を各地域から募集する

こととしました。

ナンバープレートの図柄は県内統一の１種

類です。自動車ユーザーがナンバーを取り付

ける際、寄付金を納めることができ、寄付金

ありはフルカラー、寄付金なしはモノトーン

の図柄になります。

寄付金は、バス停留所ベンチの整備など地

域交通のサービス改善や、観光や特産品ＰＲ

など観光振興に活用されます。なお、寄付金

の金額については、国のラグビーワールドカ

ップやオリンピックのナンバープレートの例

にならって、１千円以上と考えています。

２本県の対応ですが、（１）制度導入に対

する県民の意向調査を行いました。県民アン

ケートを実施し、回答者数は２，１６９人で

す。図柄入りナンバープレートを取り付けた

いという意見が全体の４５．１％を占めてお

り、国が実施した全国調査の３０．９％を大

幅に上回る結果となりました。アンケート調

査の結果を踏まえ、①自動車ユーザーに対し

て装着するナンバープレートの選択肢を増や

す、②観光や地域振興につなげる、③郷土愛

の醸成などの理由から大分県版の図柄入りナ

ンバープレート導入に向けた準備に着手しま

した。

次に（２）図柄の選定ですが、デザイン案

５点を候補に１か月間県民アンケートを実施

しました。結果、回答者数２，９４２人中８

６０人の方がおんせん県おおいたの桶をモチ

ーフとした、右側の提案図柄を選び、２位と

なった図柄の約１．４倍の人数に上りました。
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なお、（３）市町村との調整につきまして

は、１月と４月に市町村向け説明会を、開催

するとともに、国への導入意向申請や図柄選

定など３度同意書を受領しました。

（４）申請・交付についてですが、多くの

県民の方が選んだ図柄であり、全市町村から

も、この図柄で進めることに同意も得られま

したので提案図柄を国へ提案したところです。

今後については、国において視認性確認等

の審査を経て、来年７月頃にはデザインが決

定されます。交付は来年の１０月頃の予定と

なっています。

高屋芸術文化スポーツ振興課長 大分トリニ

ータの今シーズン結果について御説明します。

資料９ページをお開きください。

大分トリニータは、今シーズン１７勝１３

引き分け１２敗の戦績で９位となりました。

最終盤までＪ１昇格プレーオフ圏内を争うな

ど、多くの県民、スポンサーの皆さまに、来

季への期待を膨らませる充実した１年でした。

今シーズン、ホームゲームの平均入場者数

は、８，０６３人で、Ｊ２全体の７位でした。

昨シーズンは７，７７１人でしたので、一試

合当たり約３００人多いということでした。

大分ＦＣは、１１月１９日に榎社長が片野

坂監督の続投を発表し、来シーズンに向けた

チーム体制づくりに着手しています。

来シーズンの目標等につきましては、来週

１３日に開催する大分トリニータを支える県

民会議役員会の中で、御説明を受ける予定で

す。

次に、資料の１０ページを御覧ください。

大分ＦＣの平成３０年１月期決算について、

１０月末時点での見込みを説明いたします。

右側の損益計算書にあるとおり、今期は昨期

とほぼ同額の営業利益を見込んでおり、当期

純利益は５千万円となる見込みです。これを

もって８期連続の黒字となる見込みです。大

分ＦＣでは、Ｊ１で戦えるよう、新たなスポ

ンサーの獲得や魅力あるスタジアムづくりを

進めており、様々な経営基盤強化の取組を併

せて行っております。

油布委員長 ただ今の報告について、質疑な

どはありませんか。

麻生委員 まずラグビーのワールドカップに

ついてでありますが、受入態勢、これから準

備をしていくということになろうかと思うん

ですが、もうゲームも決まった、日程も決ま

った、１ゲーム３万８千席。そして、中には、

両チームとも海外チームのゲームというのも

結構ありますよね。だから、それに対して先

日、日本の公式スポンサーになっていらっし

ゃるＪＴＢの支店長に話を伺ったところ、１

か国につき３千から５千人の方がお見えにな

るのかなというようなお話をしていらっしゃ

いました。そうなった場合に、サッカーのナ

ビスコカップで、大分の人が東京に行ったと

きでも、交通の手段の確保がえらい大変だっ

たというのを思い出すと、ある意味それの逆

バージョンと考えると、いろんな準備のやり

方が出てこようかと思うんですが、先日の一

般質問の議論の中で、宿泊率という率が出た

んだけども、具体的に３万８千人に対して、

１ゲーム６千人から８千人のインバウンドの

方々を受け入れるキャパがどれぐらいあるの

かといった数字が示されていないんですよね。

宿泊可能人数、国内の人とか海外の人につい

てはどうだとかいった部分について、分かる

範囲で構いませんので、そういった準備状況

も含めてお知らせいただきたいなというのが

一つ。

それと、これから議会としてもそういった

いろんなＰＲとか御加勢申し上げないといけ

ないかと思うんですが、大分空港から入って

こられる方と、近隣の空港もいろいろ形があ

るんでしょうけども、特に、オセアニア方面

からのチャーター便の大分空港の受入れの可

能性とかそういった部分について、これは総

合交通になるのか分かりませんけど、ある程

度可能性がなければ、そういったことは相手

に対して申し上げることもできないでしょう

から、どういった課題があるのか。チャータ

ー便受入れについて大分空港としてどのよう

な課題があるのかについてお知らせください。
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それから、大分トリニータに関してであり

ますが、黒字状況はここに書いてあるとおり

だと思いますが、ファンドへの返済状況、そ

れについて説明をお願いします。

阿部観光・地域振興課長 それでは、私の方

から、宿泊キャパについてお答えいたします。

大分県内の宿泊キャパ、これ実は４万７千

人を超えてあると、そういうふうに捉えてお

ります、各種データでですね。そして、実は

過去の実績から見ても、４万人を超えて宿泊

されたという例は、多々ございます。また、

外国人に特化して考えますと、外国人の今ま

での最高の実績としても１万４千人ほど、大

分県内で受け入れられるというふうになって

います。ただ、今から関係者と協議をしてい

かなきゃいけないわけであります。大銀ドー

ムの観戦者全員の皆さんに本県に泊まっても

らえるような状況を作ってまいります。

土田交通政策課長 大分空港のチャーター便

についてですけれども、国際線のターミナル

についてはやはり課題がございます。

一つが、施設面が一番大きな課題となって

いて、かつ時間が掛かるという問題がありま

して、御案内のとおり非常に狭い、特に出国

前のものと入った後の搭乗待合室がそれぞれ

狭いということに加えて、カウンターが１社

分しかございませんので、同じ時間帯に複数

の路線の手続ができないというのが、施設上

の大きなボトルネックになってございます。

今後、委員おっしゃいますようにワールドカ

ップに向けてチャーター便がたくさん来てい

ただければ有り難いと思っていますけども、

物理的な施設面の制約でお断りすることがな

いように、今、空港ビルの方とは、ワールド

カップまでの国際便ターミナルの改修、要は

増築に向けて今話を進めているところでござ

います。

目標としては、同じ時間帯にせめて複数便

が入れるようにしましょうということにさせ

ていただいております。それがまず施設面。

もう一つが、続いてハンドリングと言われ

る地上係員、荷物を扱ったりとかチェックイ

ンする対応も、だんだんと人が足りなくなっ

てくる関係で、便が増え過ぎると、ハンドリ

ングの人が足りませんというところでお断り

するケースも生じる可能性がございます。で

すから、まずは施設面を手当てした後で、チ

ャーター便が多く入るような状況になれば、

ハンドリングを担当する会社と調整をした上

で人員増なり設備増なりの要望を出し、対応

をしっかり進める必要があると思っておりま

す。

高屋芸術文化スポーツ振興課長 トリニータ

の再生ファンドですけど、２６年３月に大分

ベンチャーキャピタルから出資を受けました

けれども、そのときに比べまして、今、買戻

しを行った結果、約７割ほどに。３割は買戻

しをしたと。

麻生委員 まだ７割残っているということね。

高屋芸術文化スポーツ振興課長 そうです。

麻生委員 金額換算はできるんですか。

高屋芸術文化スポーツ振興課長 今段階でい

きますと２億５千万円ぐらい。

廣瀬企画振興部長 今の件ですけれども、フ

ァンドの自社株としての買取りの約束になっ

ているんですけれども、その買い取るために

は、当該決算期の剰余金の範囲内でしか買い

取れないという決まりと言うか、法律の下の

決まりがあるので、例えば、今期の決算が５

千万円の純利益が出るんですが、その範囲し

か買い取りできないのでというところがあり

ます。それを積み上げて、今答弁したとおり

の状況になっていると。だから、急いで買い

戻したいんですが、純利益を出さないと買い

戻せないという、そこのところがあるという

ことを御理解いただきたいと思います。

麻生委員 チャーター便に関しましては、当

然長期の滞在もございますでしょうから、大

分空港、あるいはそれ以外からも含めて、可

能な限り大分空港から海外のインバウンドが

入れるように、チャーター便も工夫して、是

非頑張ってたくさん飛んでくるように、少し

ずつ、毎日少しずつでも構わないので、そう

いう工面をしてほしいということを要望して
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おきたいと思います。

トリニータに関しては、ファンドの買取り

の部分、中長期計画であと何年ぐらいとか、

何かその辺はめどが立ちつつあるんですかね。

スポーツ振興財団基金の分は完済をしたみた

いで、相当肩の荷が下りたと思うんですが、

ファンドの分についてのめどとか目標年数と

かいうのが、もし何か出ているのならお教え

ください。

廣瀬企画振興部長 そういうことで、当期純

利益の幅に応じてというところになりますの

で、大分ＦＣ側もなるべく早くということを

考えているんですが、その当期純利益を見な

がらということになります。なので、そうい

う兼ね合いですね。

あとは、当然ながらチームを強化しようと

なるとチーム人件費もある程度掛けないとい

けないというのがありますので、その辺のト

ータルのところをにらみながら、自社株の買

取りというところを今検討していると聞いて

います。

麻生委員 そこの部分については、実質まだ

借金が結構あるわけですから、Ｊリーグ規定

で、Ｊ１昇格という目標のときには、ある程

度きれいさっぱりということには、なかなか

実際の目標と経営という部分がマッチングし

ないこともあり得るんではないかなと、そこ

を危惧していますので、十分その辺は、会社

経営を含めて、それでいてＪ１昇格という、

非常に二兎を追わないといけないでしょうか

ら、頑張ってほしいと思います。

古手川委員 先ほどのホテルのキャパの件で

すが、大分、別府地域ではどれくらいの件数

になるんですか。県下全域で４万７千件。大

分、別府はどうか。

阿部観光・地域振興課長 別府で約２万件、

大分で８千件というようなところです。

古手川委員 私自身も、チケットを取るより

大分でホテルを取るのが大変かななんて勝手

に思っていたので、４万７千件あると、やり

方によってはというふうに今思ったんですが、

もう大分は無理だから博多の方でと、そうい

うのが外国の旅行関係者の間で話が出ている

というような話もございますので、もっとも

っと発信をよろしくお願いいたします。

油布委員長 委員外議員の方は、質疑などは

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 ほかに質疑もないようですので、

諸般の報告を終わります。

この際、ほかに何かありませんか。

堤委員 ＪＲの大分駅無人化の問題で、今、

大分市が主催してずっと説明会を開いてきて

いるよね。かなり高齢者と障がい者の方々か

ら不安な声もやっぱり出てきているんだけど

も、私も明後日行こうと思っているんだけど、

その部分で、結局ＪＲ側とすれば、何かそれ

がもう既定方針のような感じで進めているよ

うなきらいに取れるんですよね。ですから、

今状況というのはどうなっているかというの

は分かりますか。

土田交通政策課長 御心配をお掛けしている

と思いますけれども、状況といたしましては、

まず、報道が出た直後に、廣瀬部長と、あと

は大分市の副市長の両名で本社を訪れまして、

向こうの担当部長に、要望書を直接渡しまし

た。その要望書の中身は、まずは県民、市民

が非常に懸念が大きいこと。それは、安全性

の面で大丈夫なのかということ。そして、利

便性の低下が生じないかという不安が、懸念

があるということをお伝えをしております。

その上で、慎重な検討をお願いしますという

ことを伝えるとともに、仮に議論を進めるの

であれば、沿線住民を始めとする県民、市民

の皆さんに説明を尽くしてくださいというお

願いを直後にしてございます。その上で、現

在、先週から住民、あるいは市民、県民の皆

様に対する説明会がＪＲ九州によって行われ

ている状況でございます。

その中では、我々の懸念が幾つかあるうち

の回答としても、かなりＪＲ九州もその声を

踏まえて検討している部分はあると思ってお

りまして、例えば、我々の大きな懸念の一つ

として、特に利用者の多い高城、鶴崎、大在
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の駅については、今後、県と市が共同してバ

リアフリー化を進めることにしているのに、

そういった駅員がいなくなるというのは、特

に懸念が大きいというのはその要望の中でも

伝えたところでありましたけれども、説明会

の中では、その３駅については、特に朝の忙

しい時間帯を念頭に、駅員は引き続き配置を

するといったようなことも伝えられておりま

すし、加えて、聴覚障がい者の方は、インタ

ーホンを使っても耳が聞こえないために対応

ができないのではないかという声を踏まえて、

今後の検討としては、モニターを付けて筆談

を可能とするような設備設計もするというよ

うなことも言っております。

ということで、我々の懸念に対しては配慮

をした上で、できる限りの対応はしているよ

うな状況ではあるとは思います。ただ、完全

に懸念が払拭されている状況ではないとは思

ってございます。というのも、先週の説明会

の中でもたくさんの御意見があったとお聞き

していますので、まずは今週末にも行われる

説明会で一応、一連の説明会がまずは終わり

ますので、そこで出た、市民、県民の皆様の

声を聞いて対応を求めるべきところについて

は、また改めてＪＲ九州の方に対応を求めて

いきたいと思っております。

堤委員 と言うか、その辺は県の職員さんも

そういうのに参加をして、どういう意見があ

るかというのを聞くということ。

土田交通政策課長 既に、先週の説明会も、

私も含めて直接聞きに行っておりますし、別

途、説明者の担当部長からは、聞き取りと言

うか説明内容も聴取しております。

麻生委員 当委員会で行くようになっている

ものですから、もうちょっと詳しい話と言う

か、それだけじゃなくて、実際に不通になっ

ている部分で、めどが立っている久大線とか

日豊線はいいかと思うんですが、日田彦山線、

不通区間８駅、全く止まっている８駅、その

うち大分県内駅が２駅あるわけですよね。要

は、その２駅の、今何も使っていないわけで

すから、メンテナンスとか掃除とか、ふだん

どれぐらい掛けているかとか、そういったも

のを、例えば沿線地域、自治体を含めて、掃

除をしようよとかボランティアを募ってでも

やろうやというような、しばらく使わなくて

また使い始めるとなったら大変なことだろう

と思うので、ふだんが大事だと思うので、そ

ういったできることをしっかりやり続けると

いうのが大事だと思うんですよね。だから、

そういったことについての議論をするとか、

無人化の話も、今回ＪＲさんは出ていってい

ろんなお話を聞くという姿勢、これは高く評

価すべきだろうと思うし、実際にそこの説明

会に来ている人、よく使っている人は分かっ

ているからほとんど行っていないと思うんで

すよね、頻度の高い人は。むしろ、使ってい

ない人が懸念を申し上げに行っているという

ことかもしれないし、その説明会の状況も、

その辺も含めてしっかり把握した上で、行政

としてできる部分とかいうのを整理していく

必要があろうかと思いますので、その辺はま

た、行くまでに委員長とかにいろいろ情報提

供をしておいて、実のある方向性を見出せれ

ばなと、このように思います。

それと、もう一つ気になっているのは、日

田彦山線の８駅が不通区間で、夜明と添田ま

で入れれば１０駅ですよね。福岡県側と大分

県側、例えば６２箇所という被災箇所を示し

てもらったわけですけども、その中、大分県

側の、例えば今山と夜明までは行き来ができ

るよとか、大鶴から片方向だけどもできるよ

うにするためにはどれくらい掛かりそうだと

かいったような、土木の方が見れば、大体こ

のぐらいでできるんじゃないかとか分かると

思うんですよね、県の土木との調整の中で。

その辺の情報提供は是非お願いします。

以上です。何かもしコメントがあれば。

土田交通政策課長 まず、駅の利用のされ方

ですけれども、今山は駅舎がない状況です。

ホームにちょっとしたこう……

麻生委員 そうよね。

土田交通政策課長 はい。大鶴駅は駅舎がご

ざいますけども、日田市が設置して管理して
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いるものであります。現在は、復興のための

用具が置いてあったりとか、あるいはボラン

ティアの方のためにトイレを開放したりして

いますので、現在でも有効に活用はされてい

るのかなとは思ってございます。

麻生委員 俺行ったとき鍵掛かっていた。

土田交通政策課長 本当ですか。市は、今の

ところ開放してトイレを使ってもらえるよう

にしているということでありました。

復興の状況においては、委員おっしゃいま

すように途中区間までできるかどうかという

議論も含めて、全体の日田彦山線の復旧の議

論によるかなと思っておりまして、今ＪＲの

方で７０億円掛かりそうだという数字が出た

わけで、今後、地元自治体とお話をしていき

たいということであります。ちなみに、報道

でありました協議会の同意等は全くございま

せんので、この場を借りて、改めて強調して

おきたいと思いますけども、ただ、今後話合

いは必要だろうと思っています。と言います

のも、先日、古手川委員の方からの一般質問

に対して知事がお答えしましたように、現在

進められている鉄道軌道整備法の改正の議論

の中では、国が補助を出すときの条件として、

県も負担を、支援をしろというのが規定され

る方向とも聞いてございます。そうしますと、

国が支援するに当たっては県の負担も考えな

ければいけなくなりますので、そういった場

を通じて、きちんと調整を図っていくんだろ

うと思ってございます。その一部区間、でき

るかどうかについても、そういった話合いの

場を通じて、鉄道の早期復旧に向けて、必要

であればきちんと要望するなり対応を求めて

いくんだろうと思っています。

油布委員長 それでは、以上をもちまして、

企画振興部関係の審査を終わります。

執行部は、お疲れさまでした。

〔企画振興部、委員外議員退室〕

油布委員長 まず、閉会中における本委員会

の所管事務調査について、お諮りします。

お手元に配付のとおり、各事項について、

閉会中、継続調査を行いたいと思いますが、

御異議はありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

油布委員長 御異議がないので、所定の手続

を取ることといたします。

次に、県外所管事務調査について、まず、

事務局から説明させます。

〔事務局説明〕

油布委員長 以上、事務局から説明させまし

たが、この行程でよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

油布委員長 それでは、この案で実施するこ

ととします。

欠席や別行動となる場合は、早めに事務局

に連絡してください。

次に、各調査先に対する要望書案について、

事務局に説明させます。

〔事務局説明〕

油布委員長 以上、事務局から説明させまし

たが、この案でよろしいでしょうか。

麻生委員 大分市というのがあるかもしれん

けど、県は総合交通の直接的な所管課を持っ

ているわけやけん、再考することというのが

民間事業者に対しての表現としてどうなのか

なというのがあるけん、利用者の安全性、利

便性、本県の地方創生等の観点を十分に配慮

することぐらいでいいんじゃねえんか。再考

することという強く──いや、私は個人的な

意見として、これ委員会でいくわけやけん。

（「議長名です」と言う者あり）議長名でい

くにしても、委員会が代表していくわけやけ

んな、そういう意味の中では、さっきも意見

申し上げたように、実際に使っている人とか

懸念は懸念で十分に分かるので、事業者とし

てのこともおもんばかってあげる必要はあろ

うかと思うので、議会として、委員会として、

じゃ、再考することということを言って、も

し再考されなかったとき、もう既に、現地に

また入って説明会をして意見を聞いたりはし

てくれよるわけや。だから、その姿勢は評価

してあげて、十分配慮することぐらいで、あ
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とは事業者の事業性と言うか、そこも尊重し

た上で対処してもらう必要があると思うので、

この言葉って、再考することというのは、こ

れは俺は委員会としての責任は誰が取るんや

とかね、大分県議会としての責任をもし、そ

のうちの幾つか、もう既に県内でも無人化に

なっちょるところは一杯あるわけやん。無人

化になっちょっても人がおるところもあるわ

けやしな。だけん、要望書として持っていく

部分については、十分配慮することぐらいで

いいんじゃねえかと思うけどね、表現として

は。

堤委員 私はちょっと反対だな。再考するの

中に、さっきの説明があったとおり、駅の無

人化を原則としながらでも、朝の忙しいとき

に駅員配置しましたとする方向とか、正にそ

れが再考なんよ。これは、中止を求めるじゃ

ないけどね、つまり、今彼らが出しているＳ

ＳＳのことについて、無人化を１００％しな

さんなと。

麻生委員 何かいい表現はねえか、その……

事務局 これは大分市議会の方から文案を頂

いておりまして、私の方がですね……

麻生委員 いや、だけんそれは市議会やん。

ここは、総合交通の実際の所管課を持っちょ

るわけや。だから、その違いがあるんよ、直

接的と間接的な。大分県は直接行政で、総合

交通の所管をやりよるわけやけん、そこのと

ころは、適切な言葉、正確な言葉を使って要

望せないかんけん、もうちょっと再度研究を

してみて、再考という言葉がどうなのかとい

うのを。十分配慮するというのと、堤委員の

言う再考の部分も十分配慮しろという部分の

考え──再考というのは、物すごく強く押し

出しているのは確かなんよ。ただ、許認可権

を持つところに対しての、それくらいのこと

は言わんと悪いのはよく分かる。ただ、そこ

は人としての要望の──要望に行くわけやけ

ん。特に、事業者に対しての要望ですからね。

それは委員長に一任しますので、事務局と所

管課とよう相談しちょくれ。

尾島委員 ＪＲと内容は合わせちょらんなら

な。

麻生委員 委員長、副委員長に一任します。

油布委員長 それでは、文案については委員

長に御一任願います。

次に、今後の委員会活動について、まず事

務局から説明させます。

〔事務局説明〕

油布委員長 以上、事務局から説明させまし

たが、日程や調査地の御希望などはあります

か。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 それでは、ただ今、御検討いた

だきました趣旨に沿いまして事務局に実施案

を作成させます。

なお、細部については、委員長に御一任願

います。

次に、平成３０年度の県内所管事務調査に

ついて、まず事務局から説明させます。

〔事務局説明〕

油布委員長 以上、事務局から説明させまし

たが、テーマや候補地について、御希望など

がございましたら、事務局に提出願います。

以上で予定されている案件は終了しました。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

油布委員長 別にないようですので、これを

もちまして、委員会を終わります。

お疲れさまでした。


